






AFTER THE SPECTACLE

珍しい品物や芸を人に見せ、興行化することを見世物と呼ぶ。日本では
江戸時代後期から盛んにとなり、主に「曲芸」、「細工見世物」、「動物見世
物」といったジャンルに分かれていた。「細工見世物」とは物語や伝説の
場面、名所風景などを、各種のからくりやジオラマのような風景画、リ
アルな生人形などを仕込んで見せるものであった。現在のサーカス、奇
術ショー、動物園、遊園地のアトラクションのような要素もあり、庶民
の娯楽の対象であった。アトラクションの要素は、リュミエール兄弟や
ジョルジュ・メリエスらの初期映画の虚構性とも連動し、観客の視覚的
好奇心を刺激して快楽を誘う大衆文化への熱狂に繋がっていた。見世物
小屋では映画《エレファント・マン》にも登場したフリークショーなどの
ように生身の人間を展示して見せる場合もあった。人間にしても動物に
しても奇異な外見を売り物にしていたが、社会福祉や青少年保護、動物
愛護の観点から次第に規制をうけることになり、現在では衰退している。

見世物6

「スペクタクル」には目をひくような風景という意味も含まれているが、
風景という概念の捉え方には時代的にも地域にも偏りがある。ヨーロッ
パにおいて風景という概念が一般化し、それ自体がイメージとして記録
されるようになったのは近代に入ってからで、例えば絵画に描かれる時
も、それまではあくまでも人物が描かれるときの背景に過ぎなかった。
初期の写真技術であるカロタイプを発明し、世界最古の写真集を発刊し
たウィリアム・ヘンリー・フォックス・タルボットは、その序文の中で
カメラ・オブスキュラの映す風景の美しさについて「このような自然の
映像をそれ自身の手によって永久に固定し、紙の上に残すことができた
らどんなに素晴らしいことか」と感じたことを追憶している。風景を残
したい、という人間の欲望が写真の発明にも寄与していたのである。

風景3
ラテン語で「暗い部屋」を意味するカメラ・オブスキュラに由来するカメ
ラは、目に見える風景を光学的に映し出す装置として写真以前に誕生し
た。写真が誕生した後の19世紀後半以降は、カメラで撮影されたイメー
ジは、博覧会や劇場、映画館のなかで観衆が見る対象として流通していっ
た。西洋における他者としての異民族や異文化のイメージが大衆の好奇
心を刺激し人気を博していくのと同時期に、人類学という学問が大きく
展開したことは偶然ではない。当時カメラで撮影することは、西洋から
その他者へと向けられた植民地的視点から、他者への眼差しを記録する
行為だった。鉄道や航路など近代の交通網が整備されると、移動の旅の
なかで東方などの異郷が、カメラを通して発見された。それから時代を
経た現代でも、カメラで見ること、カメラで撮影することで、他者を理
解するのは、決して容易ではない。そしてカメラの像が示す真実は常に
定かではない。むしろそこに映し出された見る者の眼差しの先に何があ
るのかを、写真や映像から想像することに、対話の可能性が残されている。

カメラ1

近代的な交通手段の発達によって人は世界規模で移動するようになり、
物資や知識も同様に移動・流通するようになった。17世紀、イギリス
を含む欧州圏内では、主に南欧を目的地とする教養としての旅「グラン
ドツアー」が盛んになり、旅行者は体験的に世界を学ぶ契機を得た。旅
で目にした風景が人々に与えた影響は大きく、例えばギリシャやイタリ
アの古代遺跡が18世紀半ばからの新古典主義に、また壮大な自然が19
世紀のロマン主義における美や崇高などの観念と結びついた。さらに、
19世紀に現れた近代的な映像技術は、旅の体験そのものを持ち運び可
能（ポータブル）にした。19世紀末にはリュミエール兄弟が、カメラマ
ンを世界各地に派遣して映像を撮影し、フランスの観客向けに上映した。
また、幻燈やシネマトグラフによる上映、音楽の公演などを通じて、無
形の文化も伝播し「旅をした」。今日では、国際的なサプライチェーンと
インターネットを通じ、人、物、イメージ、文化の世界規模での往来は、
日常的なものとなっている。

旅4

「セルフィー」（Selfie）は、撮影者自身が被写体となった肖像写真全般を
表わす比較的新しい語である。一般的な使われ方としてはスマートフォ
ンで撮影されSNS上にアップされたセルフポートレイトを指すだろう。
肖像写真（ポートレイト）は写真の黎明期、ときに機械的に他者を写し、
記録し、科学的に計測・分析する手段でもあった。一方、現代のセル
フィーは日記的な用途で撮影されることが多いようだが、同時にSNS
上で自己イメージをアピールするための手段としても有効なようだ。た
とえば、フィルター機能で加工し自分の顔を望みどおりに変えることも
できれば、日常の特別な瞬間だけを選んで切りとり、SNSのUIに並べ
ることによって、その人の人生全てが輝いているように見せることもで
きる。つまりSNS上のセルフィーによって、撮影者自身のイメージを
特別な物語に昇華させることもできるのだ。さらにそれを名声へと繋げ
るには、SNS上のペルソナである「第二の自分」の特別な物語を、ネッ
ト上に供給し続けることが必要である。

セルフィー2

フランスの思想家ギー・ドゥボールによる『スペクタクルの社会』（La 
Société du spectacle）は、ヨーロッパ各地で芸術・文化・社会・政
治の統一的批判を行ない、新しい状況の構築を実践した集団、シチュア
シオニスト・インターナショナルの理論的集大成として、フランスの五
月革命直前の1967年に出版され、現在に至るまで、幅広い哲学的言説
および政治的運動に影響を与え続けている。ドゥボールは、現代社会を
スペクタクルの概念で分析し、マスメディアや視覚イメージが人間の生
活や思想に影響を与え、最終的には大衆を受動的な情報消費者および社
会学者のデイヴィッド・リースマンが言う「孤独な群衆」に至らしめる個
人の疎外状況を生み出したと考えた。そして、資本主義による共同体の
ない社会の再構成の結果が、スペクタクル社会であると批判する。断片
的な構成による同書は、要約が容易でないが、スペクタクル社会の絶え
ず変化する性質を分析した点で、19世紀に登場した産業製品の祭典で
ある博覧会から、インターネットやソーシャルメディアなど現代メディ
アの問題に至るまで、実践的に応用して考察することが可能である。

スペクタクルの社会5
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Information

展⽰ 有料　料金: 500円

Charged  
Admission: ¥500

第14回恵比寿映像祭 総合テーマ
「スペクタクル後　AFTER THE SPECTACLE」を読み解くキーワード

東京都写真美術館3F展示室

東京都写真美術館３F展示室では、総合
テーマ「スペクタクル後　AFTER THE 
SPECTACLE」をめぐり、世紀をさかのぼ
る資料から新世代作家の注目作まで、多彩
な映像体験により、過去、現在、未来をつ
なぐ新たな視点を探ります。また「スペク
タクルの博覧会：小原真史企画」では、19
～ 20世紀の博覧会に関する同氏所蔵資料
と当館収蔵品による展示が、今回のテーマ
に奥行きを与えます。

※オンラインによる日時指定予約を推奨（詳細はウェ
ブサイト参照 https://www.yebizo.com/）
※未就学児、学生（小・中・高校生含む）、65歳以上、
障害者手帳をお持ちの方とその介護者（2名様まで）は
無料。1階総合受付で証明書をご提出ください。（日時
指定予約対象外） 
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A San Francisco Kinetoscope 
parlor, ca. 1894–95 [Related 
image]

サンフランシスコのキネト
スコープ・パーラーの店内、
1894∼1895年頃 ［参考画像］

Visayan Natives, Philippine 

Village, St. Louis World’s Fair, 
1904 Private collection

 《ヴィサヤ族、フィリピン村（セ
ントルイス万博）》1904年 個
人蔵
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AINU NENO AN AINU, 2018 
[Related image]
Courtesy of G/P Gallery

《AINU NENO AN AINU アイ
ヌ・ ネノアン・アイヌ／人間ら
しい人間》2018年 ［参考画像］

Still from Lumière Frères’ films, 
ca.1895 Tokyo Photographic 
Art Museum

《リュミエール社作品集》1895
年頃 東京都写真美術館蔵
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Buyer Walker Rover (Yiwu) Aka. 

There then, 2019
©Amalia Ulman. Courtesy 
Amalia Ulman and Wuzhen 
International Contemporary 
Art Exhibition.

《Buyer Walker Rover (Yiwu) 
Aka. There then》2019年

Projection for the next three 

thousand years, 2021 [Related 
image]
Courtesy of Shinjuku 
Ophthalmologist (Ganka) 
Gallery contemporary art & 
subculture

《三千年後への投写術》2021
年 ［参考画像］
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3F Exhibition Gallery, Tokyo Photographic Art Museum
EXHIBITION

スペクタクルの博覧会：小原真史企画
The Spectacle of the Exposition: Organized by Kohara Masashi

トーマス・エジソン
Thomas EDISON

リュミエール兄弟
The LUMIÈRE brothers (Auguste and Louis LUMIÈRE)

平瀬ミキ
HIRASE Miki

アマリア・ウルマン
Amalia ULMAN

ラウラ・リヴェラーニ&空音央
Laura LIVERANI, SORA Neo
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YEBISU INTERNATIONAL FESTIVAL FOR ART & ALTERNATIVE VISONS 2022

一般にアーカイヴは、歴史的、文化的価値を基準に、永続的な保存を目
的とした記録で構成される。記録がアートにとって重要な役割を持つよ
うになった20世紀は、第一次世界大戦後に台頭したシュルレアリスム
などの前衛芸術に顕著なように、写真や映像をはじめ、メディアを横
断した表現を通して既存の近代芸術の枠組が問い直され、各メディア
の記録が体系化（ドキュメンテーション）されていった。パフォーマン
スの隆盛も、アーティストが自作の記録に向き合う機会を作り出した。
1960年代以降のランド・アートやコンセプチュアル・アートの多くで、
ドキュメント（写真・映像・テキスト）が重要な役割を担ってきたこと
も偶然ではない。写真や映像は、近代化の延長線上で、映画や大衆雑誌
などの娯楽に寄与しながら芸術としての地位を確立する一方、アーカイ
ヴを形成する記録メディアとしての役割も担ってきた。インターネット
やSNSが日常化した時代では、アーカイヴ的思考からの実践が、記憶
や記録を通して、見えない人間やモノ同士の対話やネットワークの可能
性を広げている。

アーカイヴ9
建築や写真、民俗学のなかでしばしば使われる言葉で、本来は土地や時
代に特有なものを指す。この概念を最初期に提示した例として、建築史
家のバーナード・ルドフスキーが1964年にニューヨーク近代美術館で
開催した「建築家なしの建築」展があげられる。この展覧会では職業的な
建築家の手によるものではない、その土地や風土に根差した独特の建築
（例えばイタリアの丘陵地帯を利用した都市や、日本の合掌造りの家な
ど）に注目し関心を集めた。また近年では建築だけではなく、専門家で
はない人が作った写真や映像、物語などにもヴァナキュラーなものがあ
るとして注目し、再評価する傾向がある。ただし何をもってヴァナキュ
ラーとするかという定義は曖昧である。例えば写真の場合はアマチュア
が撮った写真だけを指すこともあれば、写真家が自分の作品として発表
するもの以外の写真、例えばクライアントが存在する広告写真や風景写
真なども含める場合もある。

ヴァナキュラー7

瞬く間と書いて瞬間。カメラという機械の眼は、そのわずかな時間を無
数に記録してきた。滴り落ちるミルクが作り出す王冠や、大地を駆ける
馬の脚が宙を舞う様子など、人間の眼で知覚不可能な瞬間は人々に衝撃
を与えた。いまではそうした驚きを撮影してすぐ、SNSで共有するこ
とも可能だ。機械の眼から生まれるイメージは以前にも増して日常生活
に入り込み、絶え間なく私たちの心を動かしている。ドラムを打ち鳴ら
すたびに、連動するカメラのシャッターが切られ、さらには繋がったプ
リンターからそのイメージが出力されるパフォーマンス。写っているの
はドラムを叩く本人の姿だ。一瞬のうちに「見る／見られる」一大スペク
タクルが繰り広げられる。私たちの日常を思い起こさせるような瞬間が
一つひとつ紡がれてゆくスライドショー。アナログのスライドプロジェ
クターからスクリーンに投映されたイメージは、瞬きをするように切り
替わり、残像となって消えてゆく。

瞬間10
目の前のものを見る。そのとき何かが目に映れば私たちは「見える」と
言ってしまう。しかし本当に「見えている」といえるのだろうか。視界に
映るものを見た時、ふとした拍子に何かのスイッチが入り、そこに様々
な意味や理由を発見し、意識的に「見る」ことではじめて「見える」となる。
例えば、同じ被写体をわずかに異なる撮影位置から写した2枚の写真を、
ステレオスコープを覗き意識して見てみると急に立体的に見えたり、天
井からぶら下がる傘に描かれた鳥が、ストロボが瞬いたとたんに生き生
きと飛んで見えたりする。あるいは、視覚障害者を含む多様な人々とと
もに鑑賞することで「見える」ということの意味を改めて考えたり、古い
集合写真が、テーマに気づいたときまったく違う意味を持ち始めたりす
ることもあるだろう。複数人で同じものを見ても「見える」と「見えない」
のスイッチの入るタイミングはそれぞれ異なる。そして見ていても見え
ないことがあり、わからないことがあるという事実に思い至るだろう。

日本語において「おばけ」は変化 (へんげ)ともいわれ、自然の存在や現象が
既知の様子と異なる姿で認識されたものや、霊など人が感知しえない存在
が姿形を伴って現前化したものを指す。その意味を超常的な存在・現象全
般にまで広げた場合、おばけは、東西を問わず影絵や幻燈をはじめとする
映像コンテンツにしばしば登場した定番のモチーフだと言える。さらに映
像の上映自体が超常現象として紹介され、人々に楽しまれた時代もあった。
ヨーロッパではキリスト教的でも科学的でもない存在は「見えないものを
現出させる」という映像の力によって姿を与えられ、例えば18世紀フラン
スのファンタスマゴリアではマジック・ランタンを用いて幽霊を現出させ
た。また東南アジアの現代の映画やソープ・オペラにも、土着のおばけが
しばしば登場し、時にコミカルな精霊でもあれば、不安定な政情の犠牲者
を象徴する場合もある。したがって映像という観点からは、おばけはイノ
ベーションを生み出す原動力でありながらも、非合理なものや、ときに土
着的なものへのアクセスという、人々の願望の受け皿であると言える。

おばけ8

見える／見えない11

東京都写真美術館2F展示室

東京都写真美術館2F展示室では多様な
現代作家の作品群が集い、今回の総合
テーマ「スペクタクル後　AFTER THE 
SPECTACLE」をひも解く体験へと誘います。
私的な記憶や物語を起点にしたインスタ
レーション、楽器やカメラを取り入れたパ
フォーマンス要素のある作品、映像の本質
をユニークなかたちで再発見させてくれる
作品など。スペクタクルな現代社会と「その
後」の未来に思いをめぐらせてみましょう。

※2F展示室の観覧は無料です。
※オンラインによる日時指定予約を推奨（詳細はウェ
ブサイト参照 https://www.yebizo.com/）
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ミュージアム・ショップ
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Walking in Strobe Light Rain, 
2015
Created for Exhibition 
“Motion Science” at 21_21 
DESIGN SIGHT, 2015

《ストロボの雨を歩く》2015年

The doors, 2018 [Related 
image]
©Yusuke Yamatani, Courtesy 
of Yuka Tsuruno Gallery

《The doors》2018年 ［参考
画像］

※パフォーマンスあり
令和4年2月5日（土）、12日
（土）、19日（土）　いずれも
17:00から10 ～ 15分間

Krasue, 2021
© ︎Ryo Hirano/CAUZSUCH 
CO.,LTD./FOGHORN

《Krasue（ガスー）》2021年
イ ン ス タ レ ー シ ョ ン　 製
作：株式会社コーズサッチ/
FOGHORN、ロボット製作：
株式会社バボット、技術協力：
株式会社TASKO

Sound Installation for “Till We 

Meet Again – I Shall Create, So 

We Can Meet,” 2020 [Related 
image]

《〈Til l We Meet Again また
会うために、わたしはつくろう〉
のためのサウンド・インスタ
レーション》2020年［参考画
像］

Index for a Obake Tokyo: 

Introduction, 2021
Lecture performance 
produced by and premiered 
at the Theater Commons 
Tokyo '21  Photo: Shun Sato 
[Related image]

《オバケ東京のためのインデッ
クス 序章》2021年 ［参考画像］
レクチャーパフォーマンス 初
演・製作：シアターコモンズ 
'21 撮影：佐藤駿
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2F Exhibition Gallery, Tokyo Photographic Art Museum
EXHIBITION

※毎時00分よりストロボを
使った実演を行います。

山谷佑介
YAMATANI Yusuke

三田村光土里
MITAMURA Midori

佐藤朋子
SATO Tomoko

パンタグラフ
PANTOGRAPH

ひらのりょう
HIRANO Ryo

無料 | Free

いろんなヒントがある！

サワディカー、こんにちは！
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AFTER THE SPECTACLE

東京都写真美術館B1F展示室
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ラウンジトーク
インターネット上からどなたもアクセスできるオープンな
場で、出品作家やゲストを迎えてのトークを行ない、フェ
スティヴァルの楽しみを広げます。詳細は恵比寿映像祭
ウェブサイト（www.yebizo.com）にてご確認ください。

東京都写真美術館B1F展示室では、現代作
家によるスケールの大きな作品群で、今回
の映像祭の総合テーマ「スペクタクル後　
AFTER THE SPECTACLE」をひも解き、
映像体験を広げていきます。個人の記憶と
集合的な記憶、文化の伝播と変化、生と死
の根源などをテーマにした表現を、その作
品世界にじっくり身をひたせる環境でご覧
いただけます。展示室を出た後、世界はど
のように見えるでしょうか。

※B1F展示室の観覧は無料です。
※オンラインによる日時指定予約を推奨（詳細はウェ
ブサイト参照 https://www.yebizo.com/）

Voices of Aliveness, 2012 
[Related image]

《Voices of Aliveness》2012
年 ［参考画像］

The World Falls Apart Into Facts, 

2019/2020

Production documentation/

Photo: Lily Yiyi Chan

《The World Falls Apart Into 
Facts》2019/2020年

Day of the Dead, 2021 
Produced by Ichihara 
Lakeside Museum

《Day of the Dead》2021年 
制作：市原湖畔美術館

16 17 18

参加アーティスト（展示）
1964年愛知県生まれ。現代美術作
家。さまざまな素材を組み合わせた
空間を「人が足を踏み入れられるド
ラマ」に見立て、個人的な心象風景
の物語を表現している。

三田村光土里
MITAMURA Midori

参加アーティスト（展示）
1979年香港生まれ。学際的なアー
ティストであるヤンは、サウンド、
パフォーマンス、ヴィデオ、インス
タレーションなどの作品で知られる。

サムソン・ヤン
Samson YOUNG

参加アーティスト（展示）
1987年大阪府生まれ。フィルム
メーカー /アーティスト。イメージ
と音を通して人間の記憶（声）―私
たちはどこから来て 、どこに向かっ
ているのか―を探究する。

小田香
ODA Kaori

参加アーティスト（展示）
1956年東京生まれ。メディア・アー
ティスト。コンピュータ・グラフィッ
クスとアニメーションの制作、その
後コンピュータを使った彫刻の制作
を経て、インタラクティヴな作品を
次々に発表。

藤幡正樹
FUJIHATA Masaki

参加アーティスト（展示・上映）
ドキュメンタリー写真家。ミラノと
東京を拠点に、主にコミュニティや
アイデンティティに焦点を当てた社
会人類学的な問題に取り組んでいる。

参加アーティスト（展示・上映）
ニューヨークと東京を拠点に活動し
ている映画監督、翻訳家、アーティ
スト。短編映画、ドキュメンタリー、
PV、ファッションビデオ、コンサー
トフィルムなどを数多く監督、撮影、
制作。

空音央ラウラ・リヴェラーニ
SORA NeoLaura LIVERANI

参加アーティスト
（YEBIZO MEETS地域連携プログラム）
1977年東京生まれ。写真家。人類
学、民俗学などの領域に関心を持ち、
辺境から都市まであらゆる場所を旅
しながら、作品を発表し続けている。

石川直樹
ISHIKAWA Naoki

TALK 01

TALK 05 TALK 06

TALK 02 TALK 03 TALK 04

B1F Exhibition Gallery, Tokyo Photographic Art Museum
EXHIBITION

オンライン

Online
LOUNGE TALK

藤幡正樹
FUJIHATA Masaki

サムソン・ヤン
Samson YOUNG

小田香
ODA Kaori

無料 | Free

無料 | Free
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上映 
東京都写真美術館1Fホール スクリーンと音響設備を備えた東京都写真美術館1Fホールでは、総合テーマ「スペクタク

ル後　AFTER THE SPECTACLE」のもと編まれた上映プログラムを連日お届けします。
劇映画から、実験映画、ドキュメンタリー、アニメーション、現代美術作品まで、日本初
公開作品含め国内外から集う多様な作品をぜひご覧ください。上映後には監督やゲストを
招いたトークも開催されます。

※上映の鑑賞は有料です。料金：500円（前売）　1,000円（当日）
※スペシャル上映「C.W.ウィンター＆アンダース・エドストローム《仕事と日（塩谷の谷間で）》」は料金が異なり
ます。料金：1,500円（前売）　1,800円（当日）
※いずれもオンラインによる日時指定予約を推奨（詳細はウェブサイト参照 https://www.yebizo.com/）
※当日券は、東京都写真美術館1F受付で各日10時より販売いたします。
※各プログラムの上映日時および上映後トークについてはタイムテーブル（p.13）をご確認ください。

空音央、ラウラ・リヴェラーニ
《アイヌ・ネノアン・アイヌ》
——新しい肖像画

空音央とラウラ・リヴェラーニが北海道
沙流郡平取町二風谷に長期滞在し、ア
イヌにルーツを持つ人々やそのコミュニ
ティを撮影。文化の保存・伝承と新たな
発見の日常を繊細に写し取る。親密かつ
アーカイブも意識した映像により、現代
のアイヌ像をとらえようと試みる等身大
のドキュメンタリー。

《アイヌ・ネノアン・アイヌ》2021年／ 73分／
日本語、英語、韓国語（英語・日本語字幕付）

アマリア・ウルマン　
レクチャー・パフォーマンス集

今回の映像祭に展示部門でも出品し、ま
た、今年は初監督長編映画《エル プラネ
タ》が日本で公開されたばかりのアマリ
ア・ウルマン。SNSをはじめとする様々
なメディアを駆使し、ジェンダーや格差
などの社会問題に鋭く切り込む新時代
アーティストの、過去のレクチャー・パ
フォーマンス映像群を日本語字幕付きで
上映する。
《Excellences & Perfections (ICA)》2014
年／ 11分／英語（日本語字幕付） 

C.W.ウィンター＆アンダース・エドス
トローム《仕事と日（塩谷の谷間で）》

京都の山村に暮らす人々の生活を一年にわ
たって描き、ベルリン映画祭エンカウン
ターズ部門最優秀賞を受賞した本作。《アン
カレッジ The Anchorage》（2009）以来、
二度目のアンダース・エドストロームと
C.W.ウィンターによる長編共同監督作。

スペシャル上映　Special Screening

After the Spectacleなアニメー
ション――DigiCon6 ASIA

次世代映像クリエイターの発掘・育成を
目指すアジア最大規模のショートムー
ヴィーの映像祭「23rd DigiCon6 ASIA」
（TBS主催）からの特別プログラム。近く
て遠いアジア7地域から、創り手の「いま」
を映す11作品を厳選。想像力はアジアを
巡り未来へつながる。表情豊か、色彩鮮
やかな世界をお楽しみください。

佐々木友輔《映画愛の現在》
三部作

「日々、浴びるように映画を見なければ、
優れた作品はつくれない」。そう考えて
きた個人映画作家の佐々木友輔。彼が移
り住むことになった鳥取は、県内に3館
しか映画館がない。彼はこの、一見映画
にとって不毛の地で、映画を愛し、自ら
上映会を主催し、作品を作る人たちと出
会う旅に出る。全三部を東京初公開。

《映画愛の現在 第Ⅰ部／壁の向こうで》2020年
／ 103分／日本語（英語字幕付）

石原海《重力の光》と過去短編集
——天国と地獄のランドスケープ

自身の体験をもとに、愛やジェンダー、
狂気などのテーマに取り組み、国内外で
高い評価を得てきた映画監督・アーティ
ストの石原海。2021年の最新作《重力
の光》では生活困窮者を支援するキリス
ト教会に集う人々を主人公にし、2021
年に資生堂ギャラリーで展示され話題と
なった。今回は、同作品に出演者の日常
や困窮者支援の記録映像を加えた《重力
の光—祈りの記録篇》を一般初公開する。

新進作家短編集
——現実と夢の揺らぎを紡ぐもの

目に見えぬ力に左右されつつ個を生きる
者たちが浮かび上がるプログラム。中国・
凱里の変遷を写すビー・ガン。不可視の
力を感じ生きるカップルを俯瞰する川添
彩。存在の曖昧さや意識と行動の関係を
捉える斎藤英理。池添俊は、多重の窓を
通した作品構造により、観客へ私的体験
を受け渡し記憶を昇華する。

池添俊《あなたはそこでなんて言ったの？》2021
年／20分／日本語・中国語（英語・日本語字幕付）

アニミスティック・アパラタス①
【メー・アーダードン・インカワニッ
ト＋ジュリアン・ロス・セレクション】

非西洋的文脈から、人間以外の存在も体
系化された歴史をもつという観点で、ア
ジア出身の作家たちの作品を「アニミズ
ム的メディア」ととらえ、国、場所、霊、
テクノロジー、人間との関係を探ってい
くプロジェクト。今回は恵比寿映像祭の
テーマのために選ばれた５作家の作品を
紹介。

左 《暗くなるまでには》2016年／ 105分／
タイ語（日本語字幕付）

右 《ありふれた話》2016年／ 105分／タイ
語（日本語字幕付）※35ミリフィルム上映

[Left] By The Time It Gets Dark (Dao Khanong), 
2016 / 105 min. / Dialogue in Thai (with 
Japanese subtitles)

[Right] Mundane History (Jao Nok Krajok), 

2009 / 82 min. / Dialogue in Thai (with 

Japanese subtitles)*35mm film

SORA Neo＆Laura LIVERANI, Ainu Neno An 

Ainu – A New Portrait

Amalia ULMAN: Lecture Performance 
Collection

C.W. WINTER, Anders EDSTRÖM, The Works 
and Days (in the Shiotani Basin)

After the Spectacle Animated 
— DigiCon6 ASIA Animistic Apparatus (1) [May Adadol 

INGAWANIJ and Julian ROSS program]

Short Films by Emerging Filmmakers – 
Fluctuating between Dream and Reality

ISHIHARA Umi, Gravity and Radiance and Previous 
Short Films: Landscapes in Heaven and Hell

SASAKI Yusuke, Cinephilia Now Trilogy

アノーチャ・スウィチャーゴー
ンポン特集——アニミスティッ
ク・アパラタス②③【メー・アー
ダードン・インカワニット＋ジュ
リアン・ロス・セレクション】

メー・アーダードン・インカワニットとジュリ
アン・ロスをゲスト・プログラマーに迎えた「ア
ニミスティック・アパラタス」の文脈のなかで、
世界各国で高い評価を集め注目されるタイの女
性監督、アノーチャ・スウィチャーゴーンポン
による福岡市総合図書館所蔵の2作品を上映。
ゲスト・プログラマー：メー・アーダードン・
インカワニット＋ジュリアン・ロス ※右記１作品ごとのプログラムとなります。

Animistic Apparatus (2)(3) Anocha 
SUWICHAKORNPONG [May Adadol 
INGAWANIJ and Julian ROSS program]

1

3

5

7

9
10

2

4

6

8

1F Hall, Tokyo Photographic Art Museum
SCREENING

AINU NENO AN AINU, 2021 / 73 min. / Dialogue in 

Japanese, English and Korean (with English and 

Japanese subtitles)

Excellences & Perfections (ICA), 2014 / 11 min. / 

English (with Japanese subtitles)

Courtesy of the Artist

《仕事と日（塩谷の谷間で）》2020年／ 480分／
日本語（英語字幕付）
The Works and Days (in the Shiotani Basin), 2020 / 
480 min. / Dialogue in Japanese (with English 
subtitles)

副島しのぶ《Blink in the Desert》2021年／
10分34秒／英語（日本語字幕付）
SOEJIMA Shinobu, Blink in the Desert, 2021 / 10 
min. 34 sec. / English (with Japanese subtitles)

シャンバウィ・カウル 《Mount Song》2013年
／ 8分
Shambhavi KAUL, Mount Song, 2013 / 8 min.

IKEZOE Shun, What is it that you said?, 2021/ 20 
min. / Dialogue in Japanese and Chinese (with 
English and Japanese subtitles)

Cinephilia Now: Part I – Secrets within walls, 2020 

/ 103 min. / Dialogue in Japanese (with English 

subtitles)

《重力の光》2021年 [参考画像]
Gravity and Radiance, 2021 [Related image]

有料 | Charged
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AFTER THE SPECTACLE

東京都写真美術館2Fロビー・1Fホール

恵比寿ガーデンプレイス センター広場

ライヴ・イヴェント

オフサイト展示

東京都写真美術館1Fホールや２Fロビーでは、従来の映像の枠を超えたパフォーマ
ンスも行われます。今回は、スライドショーという発表形式にこだわって様々な場
所で作品を展開しているトヨダヒトシと、自作の装置を使った幻想的な映像と音の
パフォーマンスで知られるusaginingenが登場します。

※ライヴ・イヴェントはプログラムによって料金（無料含む）が異なります。
※いずれもオンラインによる日時指定予約を推奨（詳細はウェブサイト参照 https://www.yebizo.com/）
※当日券は、東京都写真美術館1F受付で各日10時より販売いたします。

トヨダヒトシは35mmフィルム
によるスライドショーだけで作
品を発表してきた。美術館やギャ
ラリーだけではなく、山奥の廃
校になった小学校の校庭、縄文
時代の遺跡の中など、これまで
に様々な場所で上映されている。
わたしたちの日常を思い起こさ
せるような瞬間が、トヨダの手
で一つひとつスクリーン上に紡
がれてゆく。アナログのスライ
ドプロジェクターからスクリー
ンに投映されたイメージは、瞬
きをするように切り替わり、残
像となって消えてゆく。

トヨダヒトシ《NAZUNA》2004-2022年（多摩川河川敷での上映
［2008年］より）［参考画像］

TOYODA Hitoshi, NAZUNA, 2004-2022 (from a screening on the 

banks of the Tama River [2008]) [Related image]

WOW
《モーション・モダリティ / レイヤー》
2022年 ［参考画像］
WOW, Motion Modality / Layer, 2022 
[Related image]

トヨダヒトシ 映像日記／スライドショー
TOYODA Hitoshi: Visual Diary / Slide Show

世界に一つの手作りの映像機
と楽器を操る、夫婦ユニット
usaginingen。デジタルとア
ナログを組み合わせて生み出さ
れる映像と音が、会場を包み込
む。幻想的な世界観で、これ
まで国際的に高い評価を得てき
た。子供から大人まで楽しめる、
新しいライヴ映像体験。

恵比寿ウサギニンゲン劇場—  映像と音楽のライヴパフォーマンス
Yebisu usaginingen Theater: Live Performance of Image and Sound

恵比寿ガーデンプレイスの中心に位置する
センター広場には、訪れた人々全てが体験
可能な屋外作品として、クリエイティブ集
団WOWによる《モーション・モダリティ / 
レイヤー》が登場。2021年に展示予定だっ
た本プロジェクトが、今回、一年越しに実
現します。明滅する光で人々の関心を引き
つけ、声高に情報を訴える映像が巷にあふ
れるなか、公共空間における映像のあり方
を模索するプロジェクトです。四角い平面
の映像から自由な形の映像へ、強く発光す
る映像から光が回り込む柔らかな映像へ、
そして、スクリーン内の映像から風景とし
ての映像へ——。映像にかたちを与え、素
材と一体化した映像が風景を作りだし、環
境の一部になるかのような佇まいを持つ、
映像と照明のあいだの仕組みを探ります。
刻々と移り変わる夕暮れの雰囲気や、雲の
状態、風がつくる水面のゆらぎなど、自然
現象に似た様相を、このモニュメントは創
り出します。

1 2

日程：令和4年2月6日（日） 17：00〜 18:30 《NAZUNA》①、
2月13日（日） 17:00 〜 18:20《spoonfulr iver》②

料金：無料

会場：東京都写真美術館2Fロビー

日程：令和4年2月4日（金）〜 2月20日（日）
10:00-20:00（最終日は18:00まで）
※7日（月）、14日（月）は休止。

日程：令和4年2月19日（土）　
14:00 〜１5:30、18:00 〜 19:30

Teshima usaginingen Theater [Related image]

豊島ウサギニンゲン劇場 ［参考画像］

会場：東京都写真美術館1Fホール

料金：1,500円（前売）　1,800円（当日）

2F Lobby / 1F Hall, Tokyo Photographic Art Museum
LIVE EVENT 

Center Square of Yebisu Garden Place
OFF-SITE PROJECT

無料・有料

Free/Charged

無料 | Free

WOW！
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シンポジウム 

オンライン映画

料金：令和4年2月20日(日)日本時間午前11時〜のライヴ配信のみ 1,500円、
Youtubeチャンネルの視聴は無料（映像祭会期中1日1回更新）
※詳細はウェブサイトを参照 https://www.yebizo.com/onl inefilm

東京都写真美術館1Fホール / オンライン

総合テーマ「スペクタクル後　AFTER THE SPECTACLE」を堀り下げるシンポジウ
ムを、多彩な登壇者を迎えて開催します。

遠藤麻衣子 《空》 （オンライン映画）より
ENDO Maiko, X, from Online film ©Maiko Endo

ヒトの「心」。それは実態がなく、どこに
あるのかわからない。ヒトにとって大事
であるとされながら、謎だらけのこの
「心」とは何なのか？　今作では、作家自
身の「心」が「自然(じねん)」に選択した被
写体を撮影、編集することで、その「心」
の在処を探求する。この作品の物語は、

まだ存在しない。日々、無為に撮影を進
めながら、作家の「心」はある物語を展開
しだすのかどうか？　そしてその物語を
読み解こうとする視聴者の「心」がどう動
いていくのかを、オンラインを通して実
験する試みである。

遠藤麻衣子 《空》（オンライン映画）より
ENDO Maiko, X, from Online film

スペクタクルの博覧会
The Spectacle of the Exposition

2011年に起こった東日本大震
災では、東北地方の多く地域で
風景が変化した。そもそも、風
景とはどのようにイメージされ
てきたのか、そして日本ではど
のようにとらえられてきたのか
を、日本とヨーロッパの風景の
概念について造詣の深い研究者
と、福島県浪江町で育ち、震災
後の撮影をしてきた写真家を迎
え、変わってしまった風景と未
来について議論する。

［日仏会館共催企画］ スペクタクル後としての風景
[Co-organized by the Maison franco-japonaise] “After the Spectacle” of the Landscape

レミ・スコシマロ
Rémi SCOCCIMARRO

地理学で博士号を取得、
トゥールーズ・ジャン・
ジョレス大学で日本語・日
本文化の准教授をつとめ
る。現在は東京の日仏会館・
フランス国立日本研究所
（Umifre 19 フランス外務
省・国立科学研究センター）
協力研究員でもある。日本
の都市空間の変容、人口構
成の変化、２０１１年３月
１１日の津波と原発事故が
社会・空間にあたえた影響
について研究している。

渡部敏哉

写真家。参加アーティスト
（YEBIZO MEETS 地域連
携プログラム）1966年福
島県生まれ。多摩美術大学
グラフィックデザイン科卒
業。在学中にPARCOが主
催する「期待される若手写
真家20人」に選出される。
現在はアートディレクター
をしながら、写真を使った
作品の制作を続けている。
昨年写真集『Somewhere 
not Here』を出版、福島を
記録した写真集もSTEIDL
社から出版予定。

中谷礼仁
NAKANISHI Norihito

小原真史
KOHARA Masahi

（第14回恵比寿映像祭ゲス
ト・キュレーター）
キュレーター・東京工芸大
学准教授。IZU　PHOTO　
MUSEUM研究員として荒
木経惟展、小島一郎展、増山
たづ子展、宮崎学展などを担
当。そのほかに「イッツ・ア・
スモールワールド　帝国の祭
典と人間の展示」展（京都伝統
産業ミュージアム、2021年）
など。監督作品として「カメ
ラになった男　写真家中平卓
馬」（2003）がある。

佐野真由子
SANO Mayuko

京都⼤学⼤学院教育学研究科
教授。文化政策史、文化交流
史（外交の文化史）、万国博覧
会史の研究（万博学）、「⼤き
な文化政策学」の構築を主な
研究の柱とする。東京大学教
養学部教養学科（国際関係論
専攻）卒業、ケンブリッジ大
学国際関係論修士（MPhil）
課程修了、東京大学博士（学
術）。

建築史、歴史工学（アーキオ
ロジー）、早稲田大学教授。
近世大工書研究、数寄屋・茶
室研究の後に、視野を拡大し
都市の先行形態の研究、今和
次郎が訪れた民家を再訪しそ
の変容を記録する活動の主宰
を経て、千年続いた村研究−
千年村プロジェクトを行う。
2013年ユーラシアプレート
の境界上の居住文明調査でア
ジア、地中海、アフリカ各地
を巡歴。2010-2011年、日
本建築学会発行『建築雑誌』編
集長。

動画配信サービスの普及、そして新型コロナウイルス感染症の世界的なパンデミッ
クを経て、映像の受容もオフラインからオンラインへと重心が大きく変化をしてき
ました。「スペクタクル後」といえる今日の状況をふまえ、映像作家の遠藤麻衣子は新
作オンライン映画を発表します。本プロジェクトは恵比寿映像祭では初となるオン
ラインでの新作委嘱で、会期中毎日配信されます。新しい映像体験の魅力をぜひこ
の機会に味わってみてください。

A B

1F Hall, Tokyo Photographic Art Museum / Online
SYMPOSIUM

ONLINE FILM

田坂博子
TASAKA Hiroko

第14回恵比寿映像祭ディレク
ター（東京都写真美術館）

ゲスト・キュレーター小原真史
氏による3階展示室の企画でと
りあげられる「スペクタクルの
博覧会」という観点から、19世
紀半ばから20世紀前半の時代
を振り返り、それぞれの視点
で、それぞれの経験を踏まえな
がら、考察する。

会場：オンライン配信（ウェブサイト）
※詳細はウェブサイトを参照　https://www.yebizo.com/

日時：2月6日（日） 14:00－16:00

会場：東京都写真美術館 1階ホール

撮影者不詳《フランス植民地博覧会のパノラマ（パリ国際植民地博》1931年、個人蔵
Unknown photographer, Panorama of French Colonial Exposition, Paris International 
Colonial Exposition, 1931, Private collection

渡部敏哉《2011/06/12_2012/06/10 dogs》2011-2012年
WATANABE Toshiya, 2011/06/12_2012/06/10 dogs, 2011-2012

登壇者 登壇者

モデレーター

澤田直
SAWADA Nao

パリ第一大学哲学科博士課程修
了（哲学博士）。立教大学文学部
教授。日仏会館・フランス国立
日本研究所協力研究員。専門は
フランス現代思想、フランス語
圏文学。著書に『〈呼びかけ〉の
経験：サルトルのモラル論』（人
文書院）、『ジャン＝リュック・
ナンシー：分有のエチュード』
（白水社）、『異貌のパリ1919−
1939』（編著、水声社）、『サル
トルのプリズム: 二十世紀フラ
ンス文学・思想論』（法政大学
出版局）ほかがある。

藤村里美
FUJIMURA Satomi

第１４回恵比寿映像祭キュレー
ター（東京都写真美術館）

モデレーター

WATANABE Toshiya

無料 | Free

自宅でも楽しめる！

無料・有料

Free/Charged
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AFTER THE SPECTACLE

地域連携各所、オンラインほか

YEBIZO MEETS

民衆画の世界 エピナル版画と大津
絵を中心として

DENALI IN THE MIDNIGHT SUN

ここではない場所 
根本篤志×工房親

Words for photography 
by Culture Centre

19世紀から20世紀前半にかけての民衆画
の典型として、フランスのエピナル版画、
日本の大津絵、錦絵を取り上げ、その両者
の社会文化史的意義を比較します。欧州に
おけるエピナル版画の広がり、また東アジ
アの民衆版画の中での日本の特異性にも触
れます。

地球上を縦横に歩き続けてきた写真家・石
川直樹。コロナ禍で外出自粛を強いられた
この時代、彼はどのように写真と向き合っ
ていたのか。MA2 Gal leryとArtSticker
との共同企画展として、古典技法を用いた
新作を含む作品群を発表します。

刷るごとに緩やかに磨耗し変化していくイ
メージ、文字、色。バラバラになったもの
を何度も集めて記憶を再構成しつづける。
曖昧になっていく真実（イメージ）をリトグ
ラフで再生します。

Culture Centreの新刊刊行記念フェアを
開催。Culture Centreは、各々の作家の
活動の発表や流通のプラットフォームの一
端として2019年より活動を開始。本書参
加メンバーは、池崎一世、宇田川直寛、佐
藤麻優子、築山礁太、中野泰輔、細倉真弓、
吉田和生、Ryu Ika、岸田紘之。

Popular Prints in France and in Japan

Someplace else: 
NEMOTO Atsushi × Gallery Kobo CHIKA

1

3

5

2

4

6

日時：令和4年2月17日（木）〜 2月23日（水・
祝）10:00-18:00

会場：日仏会館ギャラリー／
東京都渋谷区恵比寿3-9-25　MAP:

料金：無料　休日：会期中無休　
MAIL: mingatouzaihikaku@gmail.com　
URL: www.mfjtokyo.or.jp/
※2月19日（土）、20日（日）に関連シンポジウム
開催（参加無料）。詳細は上記ウェブサイト参照。

日時：令和4年2月6日（日）〜 2月20日（日）
12:00-19:00　※2月6日（日）、2月13日（日）
は14:00-19:00

会場： MA2 Gal lery ／東京都渋谷区恵比寿
3-3-8　MAP:

料金：無料　休日：月火　TEL：03-3444-
1133　www.ma2gal lery.com　企画：
ArtSticker (03-6555-3980)　

映像と講演　ここだけのフラン
ス映画 II　セリーヌ・シアマ監督
『ガールフッド』

『燃ゆる女の肖像』の記憶も新しいセリー
ヌ・シアマ監督の日本未公開作品。16歳、
パリ郊外、アフリカ系……。けっしてキラ
キラと輝いているわけではない、ヒロイン
とその仲間たちの日常を描いてせつなく、
シアマ監督にとって処女作からのテーマ作
品を見ます。

Conference and Image: French Cinema on the 
Outside II Girlhood by Céline SCIAMMA

水恋（sui-ren)　佐藤慶子 「記憶の底に眠る水を　覗く
 何度も　何度も　覗く
 そこに　永遠と刹那にまどろむ私がいる」
佐藤慶子の創作原点のひとつ“水”。水の
音楽、オブジェ、パフォーマンス、映像作
品があります。「水恋」はそのひとつ。

SATOH Keiko: Longing for Water

日時：令和4年2月3日（木）～ 2月20日（日）
13:00-19:00

会場：NADiff a/p/a/r/t ／東京都渋谷区恵比
寿1-18-4 NADiff a/p/a/r/t  1F　MAP:

料金：無料　休日：月火水　TEL：03-3446-
4977　http://www.nadiff.com/

《Words for photography》Newfave　2021年
Wo r d s f o r p h o t o g r a p h y . Newfave, 2021   

石川直樹《Blue Denal i》2021年

DIC436　

Fondation Maison franco-japonaise, TMF – Association Franco-
Japonaise pour la Communication

地域連携プログラム

Fondation Maison franco-japonaise, KAKENHI (Grant-in-Aid for Scientific Research) 
“East-West Comparative Studies of Popular Print as New Cultural History”

公益財団法人日仏会館 / 科研「新しい文化史としての民画東西比較」

Gallery Kobo CHIKA

Gallery工房親

MA2 Gal lery / ArtSticker MuCuL

NADiff a/p/a/r/t

公益財団法人日仏会館/TMF日仏メディア交流協会

Affiliated local facilities, galleries, online platforms, etc
YEBIZO MEETS Partnership Program

日時：令和4年2月15日（火）
視聴00:00-23:59 講演20:10-20:40

会場：オンライン

料金：1,000円 要事前申し込み　MAIL: 
bjmfj@mfjtokyo.or. jp　URL: www.
mfjtokyo.or. jp/

『ガールフッド』（監督：セリーヌ・シアマ／ 2014
年／フランス映画／ 114分） 
Girlhood (Director: Céline SCIAMMA / 2014 / 
French film / 114 min) © DR

《善人の最期／悪人の最期》20世紀前半　個人蔵
The Christian at death / the sinner at death, the first 
half of the 20th century, Private collection

日時：令和4年2月4日（金）～ 2月20日（日）
13:00-18:00

会場：MuCuL ／東京都渋谷区恵比寿2-21-3
（ギャラリー工房親 裏）　MAP:

料金：無料　休日：月火　TEL：03-3446-
2618　http://www.e-mucul.com/

佐藤慶子《水 ―記憶のDNA―》2022年 
S AT O H K e i k o , Wa t e r — a m e m o r y o f D N A , 
2022 ©Keiko Satoh, MuCuL Tokyo 2022

ISHIKAWA Naoki , Blue Denal i , 2021

日時：令和4年2月2日（水）～ 2月26日（土）	
水-土 12:00-19:00　日・祝 12:00-18:00

会場：Gallery工房親／東京都渋谷区恵比寿
2-21-3　MAP:

料金：無料　休日：月火　TEL：03-3449-
9271　https://www.kobochika.com

根本篤志《ここではない場所》2021年
NEMOTO Atsushi , Someplace else , 2021
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YEBISU INTERNATIONAL FESTIVAL FOR ART & ALTERNATIVE VISONS 2022

※YEBIZO MEETS地域連携プログラムでは、プログラムごとに会場、日程、料金（無料含む）が異なります。
※各会場への地図およびシールラリー詳細については、本フリーペーパー最終ページをご参照ください。

YEBIZO MEETS地域連携プログラムは、恵比寿エリアおよび近隣のギャラリーや文化
機関など、地域のアートの担い手たちが映像祭と協力して行なう連携企画。総合テーマ「ス
ペクタクル後　AFTER THE SPECTACLE」を共有して、各施設が展覧会や上映会など
多彩なイヴェントを開催します。この機会にぜひ訪れてみてください。地域の魅力を知っ
ていただくきっかけづくりをも目指すこのプログラムでは、各会場をめぐることで記念品
がもらえる、シールラリーもご用意して皆様をお待ちしています。

アントワン・ダガタ展 Virus 東恩納裕一、滝戸ドリタ／
世界の涯ての庭と室内。

ダガタは社会の暗部で生きている人間に肉
薄するため、時には自ら被写体と関係を持
ち、作品化します。本展ではコロナ禍のパ
リの路上や病院の現場をサーマルカメラで
撮影した《Virus》を展示。ウィルスの攻撃
に晒される人間社会をダガタの眼から記録
したものです。

日常に潜む不気味さに着目し、決然とした
美学で完結した作品世界を展開する東恩納
裕一、ロボティクス技術によりしなやかに
動く植物で注目される滝戸ドリタ。見られ
ることに拘らず環境に存在する営み、世界
の涯てに残されても結実するたたずまいが
出現します。

Antoine D’AGATA: Virus

At World's End, Garden and Interior ― 
HIGASHIONNA Yuichi, TAKIDO Dorita

7 8MEM AL / TRAUMARIS

竹中美幸展 うずまきこれまで樹脂やフィルムなど透過する素材
を用い、光や影を取り込んだ作品を展開し
てきた竹中。本展では、この2年の変化を
記録し焼き付けた35mm映像用ポジフィ
ルムを素材にインスタレーションと平面作
品等を発表。コロナ禍でひっそりと消失し
ていった風景をすくい上げます。

怪奇漫画家として日本が世界に誇る伊藤潤
二氏の代表作《うずまき》をHiguchinsky
監督が映像化した、長編デビュー作。うず
まきの持つ神秘性をテーマに独自の世界観
で描かれたカルト作品で、そのスペクタク
ルな世界観を4Kシアターでぜひ体感して
ください。

TAKENAKA Miyuki Solo Exhibition Uzumaki

日時：令和4年2月5日(土) 15:00-16:31

会場：シアターギルド代官山／東京都渋谷区猿
楽町11-6 サンローゼ代官山 1F　MAP:

料金：2,500円　要チケット事前購入　問合せ：
https://theatergui ld.co/contact/

Theater GuildART FRONT GALLERY9 10 シアターギルドアートフロントギャラリー

渡部敏哉 Somewhere not Here オープントーク渡部は自らの意識の底にある、まだカタチ
を成していないvisionを写真で掬い上げ
「ここではない、どこか別の場所」として物
質化します。その作品には現実を超越した
美しさと、足が地に付かないような不安感
が同時に存在します。

Rocky Shoreに関わりのあるアーティス
トたちが、ビデオインタビューの形式で登
場。自身の実践やそしてコロナ前と後でど
んな変化が訪れたのか。最近気になってい
るトピックやメンタルヘルスなど、多岐に
わたる話題について語ります。

WATANABE Toshiya: Somewhere not Here Open Talk

日時：令和4年2月5日（土）～ 2月20日（日）

会場：オンライン

料金：無料　TEL：070 -2663 -5063　
https://www.rockyshore.tokyo

日時：令和4年2月12日（土）～ 4月2日（土）
13:00-19:00

会場：POETIC SCAPE ／東京都目黒区中目
黒4-4-10 1F　MAP: 

料金：無料　休日：日月火　TEL：03-6479-
6927 https://www.poetic-scape.com/

渡部敏哉《Somewhere not Here #018》2017年

11 12 Rocky ShorePOETIC SCAPE

日時：令和4年2月3日（木）〜 3月6日（日）
13:00-19:00

会場：MEM／東京都渋谷区恵比寿1-18-4 
NADiff a/p/a/r/t 3F　MAP:

料金：無料　休日：月　TEL：03-6459-
3205　https://www.mem-inc.jp/

アントワン・ダガタ《Virus》2020年　インクジェッ
ト・プリント
Antoine D’AGATA, Virus, 2020, Inkjet print 
©Antoine d’Agata, Courtesy of MEM

日時：令和4年2月3日（木）～ 2月13日（日）
11:00-19:00（最終日は18:00まで）

会場：AL／東京都渋谷区恵比寿南3-7-17
MAP: 
料金：500円　休日：会期中無休
TEL：03-5722-9799　http://www.al-
tokyo.jp　企画：TRAUMARIS 住吉智恵

東恩納裕一　void+展示風景　2020年
HIGASHIONNA Yuichi, installation view at void+, 
2020 

原作／伊藤潤二『うずまき』（小学館ビッグコミック
ススペシャル刊） ©伊藤潤二・小学館／ 2000「う
ずまき」製作委員会
Uzumaki © Junji ITO, Shogakukan / ©2000 
UZUMAKI Film Partners

日時：令和4年2月4日（金）～ 2月27日（日）
水-金 12:00-19:00 土日祝 11:00-17:00

会場：アートフロントギャラリー／東京都渋谷
区猿楽町29-18 ヒルサイドテラス A棟1F
MAP:
料金：無料　休日：月火　TEL：03-3476-
4869　https://www.artfrontgal lery.com

竹中美幸《記憶の音》[参考画像]2020年 清流の国ぎ
ふ芸術祭 Art Award IN THE CUBE 2020 展示風景
TAKENAKA Miyuki, Sounds of memory [Related 
image], 2020, installation view of Art Award IN 
THE Cube 2020, Gifu

WATANABE Toshiya, Somewhere not Here #018’, 
2017 ©Toshiya Watanabe, Courtesy of POETIC 
SCAPE

デヴィッド・マレク《Silver Paint ing》 2021年
David MALEK, Silver Painting, 2021

無料・有料

Free/Charged
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AFTER THE SPECTACLE

東京都写真美術館1F / オンライン

※詳細はウェブサイトでご確認ください　https://www.yebizo.com/

「映像祭を見て、聞いて、語る鑑賞ワークショップ」［参考画像］
（写真は「視覚障害者とつくる美術鑑賞ワークショップ」澤田
知子展（2021年）での開催の様子）

パンタグラフによるスペクタクルなワークショップ
Spectacular Workshop with PANTOGRAPH

映像祭を見て、聞いて、語る鑑賞ワークショップ（オンライン開催）
Watch, Listen and Talk about the Festival (onl ine program)

インスタライブ・ワンポイントナイトツアー（オンライン開催）
InstaLive One Point Night Tour (onl ine program)

東京都写真美術館ボランティアによる
アニメーションオープンワークショップ
Open Animation Workshop by TOP Museum Volunteer Staff

3

5

4

6

事前申込不要、ちょっとしたスキマ
の時間に立ち寄って気軽にアニメー
ション制作を体験できるオープン
ワークショップです。当館ボラン
ティアによるサポートで、アニメー
ションの原理に触れながら、オリジ
ナルの驚き盤キットを用いてアニ
メーションを手作りします。お目当
ての上映の待ち時間などに、ぜひお
気軽にお立ち寄りください。

日程：令和4年2月13日（日）

会場：東京都写真美術館１Fスタジオ

スタッフ：東京都写真美術館ボランティア

参加費：無料　
対象：子供から大人までどなたでも　
定員：30名　参加方法：先着順

恵比寿映像祭の見どころや館内情報
を紹介したり、フェスティヴァルの
楽しみ方や地域連携先の様子などを
インスタライブでお届けするナイト
ツアーです。フェスティヴァル訪問
の計画を立てたり、または遠隔地か
らフェスティヴァルの雰囲気を覗い
てみたり、様々な楽しみ方ができま
す。まずは恵比寿映像祭公式インス
タグラム（@yebizo）をフォロー！

会場：オンライン

日時：恵比寿映像祭会期中にランダムに配信

出演：映像祭キュレーターやスタッフ、
作家、地域連携の方々など

参加費：無料

障害の有無に関わらず、多様な人々
とともに映像作品の「見えること」
「見えないこと」「印象」を言葉にし
ながら鑑賞します。ひとつの答えに
たどり着くことを目的とせず、それ
ぞれ多様な見方や経験があることを
発見するプログラムです。

出品作家のパンタグラフとともに、
手作りアニメーション装置を制作し、
アニメーションの仕組みを楽しく学
びます。制作体験を通じて、映像作
品への理解をより深めるプログラム
です。手や体を動かし、フェスティ
ヴァルの楽しみを再発見します。

日程：令和4年2月12日（土）

会場：東京都写真美術館１Fスタジオ

講師：井上仁行 [パンタグラフ]（出展
作家）

参加費：無料　
対象：小学3年生以上どなたでも　
1定員：15名／事前申込制

YEBIZO MEETS
教育普及プログラム

「やさしい日本語による、じっくり見
てみるガイド」は、展示作品の中から
主な作品をピックアップした、やさ
しい日本語によるガイドです。会場
でQRコードを読み取り、アクセスし
てもらうことで、さまざまな国籍の方
をはじめ、だれもがいつでも利用で
きます。東京都写真美術館１Fロビー
のYEBIZO MEETSコーナーでご確
認ください。体験的に作品と出会える
ような問いかけと解説によって、じっ
くりと深い鑑賞へと誘います。

やさしい日本語による、じっくり見てみるガイド
A Slow Viewing Guide in Easy Japanese

恵比寿映像祭を星占いでガイダンス
Astrological Festival Guide1 2

占星術研究家の鏡リュウジが占星術
により導き出したそれぞれの星座の
特性をご紹介。思いがけなく結ばれる
作品との縁が、より深い鑑賞体験へ誘
います。フェスティヴァル会場のすべ
ての作品を鑑賞するには時間が足り
ない方や、意思を越えた鑑賞体験を
お望みの方は、星のガイダンスによっ
て導かれた作品を中心にめぐってみ
てはいかがでしょうか？ 東京都写真
美術館１FロビーのYEBIZO MEETS
コーナーにてお配りしています。

ご案内場所：東京都写真美術館1F 
「YEBIZO MEETSコーナー」

占星術：鏡リュウジ（占星術研究家）

ご案内場所：東京都写真美術館1F 
「YEBIZO MEETSコーナー」

1F, Tokyo Photographic Art Museum / Online
YEBIZO MEETS Educational Program 多くの人々が多様な映像表現にふれる「開かれた」機会として、

映像文化を紹介・体感するプログラム群「YEBIZO MEETS」。
今回はさまざまな「教育普及プログラム」を行います。映像祭に
おけるジャンル横断的で多彩な作品をより豊かに鑑賞する手が
かりとなるように、多様な人々が楽しめるワークショップなど
を開催し、未知の作品との出会い、発見の機会をご用意します。

“Art Appreciation Workshop with the Visually Impaired" at 
the Sawada Tomoko Solo Exhibition (2021)

講師：視覚障害者とつくる美術鑑賞ワー
クショップ

参加費：無料　
対象：中学生以上どなたでも　
定員：７名／事前申込制

会場：オンライン

@yebizo

やさしい日本語による、
じっくり見てみるガイド

♪♪

無料 | Free

日程：令和4年2月19日（土）
10:30-13:30
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YEBISU INTERNATIONAL FESTIVAL FOR ART & ALTERNATIVE VISONS 2022

10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00

2/4
（金）

2/5
（土）

2/6
（日）

2/8
（火）

2/9
（水）

2/10
（木）

2/11
（金・祝）

2/12
（土）

2/13
（日）

2/15
（火）

2/16
（水）

2/17
（木）

2/18
（金）

2/19
（土）

2/20
（日）

※最終日の展示は18:00まで。入場は
全日とも閉場の30分前までです。
* The exhibition closes at 18:00 on the 
final day. Last entry 30 minutes before 
closing. 

タイムテーブル
TIMETABLE

※上映の終了時間は、プログラムごとに異なります。
※下記のプログラムについてはそれぞれ該当ページをご覧ください。
展示→p.4-6　オフサイト展示→p.8　オンライン映画→p.9　YEBIZO MEETS
地域連携プログラム→p.10–11　YEBIZO MEETS教育普及プログラム→p.12

アノーチャ・スウィチャーゴーンポン
特集《ありふれた話》 
Anocha Suwichakornpong
—Mundane History

DigiCon6 ASIA

アマリア・ウルマン　レクチャー・パ
フォーマンス集
Amalia ULMAN: Lecture Performance 
Collection

佐々木友輔 《映画愛の現在  第 1部》
SASAKI Yusuke, Cinephilia Now: Part I 

アニミスティック・アパラタス
Animistic Apparatus

アノーチャ・スウィチャーゴーンポン特集
《暗くなるまでには》
Anocha Suwichakornpong―BY THE 
TIME IT GETS DARK (Dao Khanong)

DigiCon6 ASIA

空音央、ラウラ・リヴェラーニ《アイ
ヌ・ネノアン・アイヌ》
SORA Neo & Laura LIVERANI, AINU 
NENO AN AINU

山谷佑介パフォー
マンス《Doors》
YAMATANI 
Yusuke, Doors

トヨダヒトシ 映像日記／スラ
イドショー②
TOYODA Hitoshi: 
Visual Diary / 
Slide Show (2)

恵比寿ウサギニンゲン劇場
Yebisu usaginingen Theater 

恵比寿ウサギニンゲン劇場
Yebisu usaginingen Theater 

山谷佑介パフォー
マンス《Doors》
YAMATANI 
Yusuke, Doors

パンタグラフによるスペクタクルなワークショップ
Spectacular Workshop with PANTOGRAPH (exhibiting artist)

東京都写真美術館ボランティアによる
アニメーションオープンワークショップ
Open Animation Workshop by TOP Museum 
Volunteer Staff

映像祭を見て、聞いて、語る鑑賞ワークショップ（オンライン開催）
Watch, Listen and Talk about the Festival (online program)

C.W. ウィンター＆アンダース・エドストローム《仕事と日（塩谷の谷間で）》前
C.W. WINTER, Anders EDSTRÖM, The Works and Days (in the Shiotani Basin)

C.W.ウィンター＆アンダース・エドストローム《仕事と日（塩谷の谷間で）》後
C.W. WINTER, Anders EDSTRÖM, The Works and Days (in the Shiotani Basin)

石原海《重力の光》と過去短編集
ISHIHARA Umi, Gravity and Radiance 
and Previous Short Films: Landscapes 
in Heaven and Hell

アニミスティック・アパラタス 
Animistic Apparatus

山谷佑介パフォー
マンス《Doors》 
YAMATANI 
Yusuke, Doors

トヨダヒトシ 映像日記
／スライドショー①
TOYODA Hitoshi: 
Visual Diary / 
Slide Show (1)

新進作家短編集
Short Films by Emerging Filmmakers

アノーチャ・スウィチャーゴーンポン特
集―― 《暗くなるまでには》
Anocha Suwichakornpong—BY THE 
TIME IT GETS DARK （Dao Khanong）

空音央＆ラウラ・リヴェラーニ《アイ
ヌ・ネノアン・アイヌ》
SORA Neo & Laura LIVERANI, AINU 
NENO AN AINU

アニミスティック・アパラタス 
Animistic Apparatus

スペクタクルの博覧会
The Spectacle of the Exposition

石原海《重力の光》と過去短編集
ISHIHARA Umi, Gravity and Radiance 
and Previous Short Films: Landscapes 
in Heaven and Hell

佐々木友輔 《映画愛の現在  第 3部》
SASAKI Yusuke, Cinephilia Now: Part 3 

石原海《重力の光》と過去短編集
ISHIHARA Umi, Gravity and Radiance 
and Previous Short Films: Landscapes 
in Heaven and Hell

DigiCon6 ASIA

アノーチャ・スウィチャーゴーンポン特集
《ありふれた話》
Anocha Suwichakornpong 
Mundane History

アマリア・ウルマン　レクチャー・パ
フォーマンス集
Amalia ULMAN: Lecture Performance 
Collection

新進作家短編集
Short Films by Emerging Filmmakers

上映
Screening

展示室内イヴェント
Gallery Event

シンポジウム
Symposium

ライヴ・イヴェント
Live Event

YEBIZO MEETS 教育普及プログラム
YEBIZO MEETS Educational Program

アマリア・ウルマン　レクチャー・パ
フォーマンス集
Amalia ULMAN: Lecture Performance 
Collection
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2-I

TALK | 空音央 [D] 清水裕 [P] SORA Neo 
[D] SHIMIZU Yu [P]

TALK | メー・アーダードン・インカワニッ
ト [P]、ジュリアン・ロス [P] May Adadol 
INGAWANIJ [P],  Julian ROSS [P]

TALK | 池添俊 [D]、斎藤英理 [D]、清
水裕 [P] IKEZOE Shun [D], Saito Eri [D], 
SHIMIZU Yu [P], 

TALK | 副島しのぶ [D]、伊藤有壱 [G]、
山田亜樹 [P] SOEJIMA Shinobu[D], ITO 
Yuichi[G], YAMADA Aki[P]

Video interview | アマリア・ウルマン[D] 
Amalia ULMAN [D]

Video interview | アマリア・ウルマン[D] 
Amalia ULMAN [D]

Video interview | アマリア・ウルマン [D]
Amalia ULMAN [D] TALK | 石原海 [D] ISHIHARA Umi [D]

TALK | 空音央 [D]、ラウラ・リヴェラーニ 
[D]、関根摩耶 [G]、清水裕 [P] SORA Neo 
[D], Laura LIVERANI [D], SEKINE Maya[G], 
SHIMIZU Yu [P]

新進作家短編集
Short Films by Emerging Filmmakers

6

TALK | ビー・ガン [D]、清水裕 [P]
Bi GAN[D], SHIMIZU Yu [P]

TALK | 川添彩 [D]、山本圭将 [G]、清水
裕 [P] KAWAZOE Aya[D], YAMAMOTO 
Keisuke[G], SHIMIZU Yu [P]

TALK | usaginingen[D]、
中嶋興 [G] usaginingen[D]、
NAKAJIMA Ko  [G]

TALK | 佐々木友輔 [D] SASAKI Yusuke [D]

佐々木友輔 《映画愛の現在  第 2部》
SASAKI Yusuke, Cinephilia Now: Part 2

2-II 2-III

TALK | 佐々木友輔 [D] SASAKI Yusuke [D] TALK | 佐々木友輔[D] SASAKI Yusuke [D]

トーク
Talk Session

[D] = Director/Artist
[P] = Programmer [G] = GuestTALK

21:00
終了

空音央、ラウラ・リヴェラーニ《アイ
ヌ・ネノアン・アイヌ》
SORA Neo & Laura LIVERANI, AINU 
NENO AN AINU 

休憩
INTERMISSION

1
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AFTER THE SPECTACLE

作品リスト
LIST OF WORKS

展示｜有料

東京都写真美術館3F 展示室

前売・当日500円

小原真史企画展示
1　スペクタクルの博覧会｜2022

リュミエール兄弟
2　 《黒人の水浴》｜1896年｜シングル
チャンネル・ヴィデオ（16ミリフィルム
をデジタル変換）｜サイレント｜白黒｜ 
50 秒｜リュミエール協会蔵　© Institut 
Lumière

 《蝦夷のアイヌI》｜1897｜シングルチャ
ンネル・ヴィデオ（16ミリフィルムをデ
ジタル変換）｜サイレント｜白黒｜47 
秒｜リュミエール協会蔵　© Inst i tut 
Lumière

 《日本の踊り子たち 》｜1897｜シングル
チャンネル・ヴィデオ （16ミリフィルム
をデジタル変換）｜サイレント｜白黒｜50 
秒.｜リュミエール協会蔵　© Inst i tut 
Lumière

平瀬ミキ
3 　  《三千年後への投写術》｜2021年｜イ
ンスタレーション（石、光、レーザー加工）

トーマス・エジソン
4　（キネトスコープレプリカ）｜制作年不
詳｜470×860×1200 mm｜東京都写
真美術館蔵
石川亮《かもめ》｜2018年｜35ミリフィ
ルム｜サイレント｜カラー｜キネトスコー
プ（レプリカ）修復：スパイスフィルム（石
川亮、南俊輔）

ラウラ・リヴェラーニ、空音央
5　《アイヌ・ネノアン・アイヌ》｜2015-
2022年｜インクジェット・プリント、3チャ
ンネル・ヴィデオ・インスタレーション｜
カラー｜サイズ可変

アマリア・ウルマン
6　《Buyer Walker Rover (Yiwu) Aka. 
There then》｜2019 年｜シングルチャ
ンネル・ヴィデオ｜サウンド｜15分18秒
Copyright 2019 Amalia Ulman All Rights 
Reserved.｜Courtesy Amalia Ulman and 
Wuzhen International Contemporary 
Art Exhibition.

展示｜無料

東京都写真美術館3F 2Fロビー・2F・
B1F 展示室

リュミエール兄弟
7　 《リュミエール社作品集》｜1895年頃
｜シングルチャンネル・ヴィデオ（16ミリ
フィルムをデジタル変換）｜サイレント｜
白黒｜8分9秒｜東京都写真美術館蔵

山谷佑介
8　《Doors》｜2019年｜ミクスト・メディ
ア・インスタレーション、ライヴ・パフォー
マンス｜サイズ可変 ※ライヴ・パフォー
マンス：2022年2月5日（土）、12日（土）、
19日（土）、いずれも17:00から10 ～ 15
分間

三田村光土里
9　《Til l We Meet Again》｜2013年｜
シングルチャンネル・ヴィデオ｜15分
1 0 　《Til l We Meet Again また会うた
めに、わたしはつくろう》｜2020年｜ミ
クスト・メディア・インスタレーション｜
サイズ可変
1 1 　《〈Til l We Meet Again また会うた
めに、わたしはつくろう〉のためのサウン
ド・インスタレーション》｜2020年｜ミ
クスト・メディア・インスタレーション｜
サイズ可変

佐藤朋子
1 2 　《オバケ東京のためのインデックス 

序章 Dual Screen Version》｜2022年
｜ヴィデオインスタレーション｜56分｜
作・演出・出演：佐藤朋子　撮影：川田淳、
飯岡幸子、永田風薫　録音・ミキシング：
増田義基　照明：吉田幸生（RYU inc.)　
編集：青柳菜摘　映像ディレクション：和
田信太郎　映像製作：thoasa inc.　英訳：
池田ケイ恵理子（岡本太郎パート）、北川光
恵（如月小春パート）、山田カイル　法律監
修：須田洋平　小道具協力：AWABEE
協力：特定非営利活動法人 芸術公社、東
京藝術大学大学院映像研究科、RAM 
Associat ion、上田剛（RYU inc.)　レク
チャーパフォーマンス初演・製作：シアター
コモンズ'21

パンタグラフ
1 3 　《ストロボの雨をあるく》｜2018年
｜インスタレーション｜傘、ストロボ、モー
ター　協力：日進電子工業株式会社
1 5《Clockwork Birdcage》｜2020年
｜インスタレーション｜鳥かご、モーター、
ipad、専用アプリ

ひらのりょう
1 4《Krasue（ガス―）》｜2021年｜イ
ンスタレーション｜12分6秒｜制作：株
式会社コーズサッチ／ FOGHORN、ロ
ボット製作：バボット、協力：株式会社
TASKO 

藤幡正樹
1 6 　《Voices of Al iveness》｜2012年
｜インスタレーション｜制作：ナント・サ
ン＝ナゼール美術学校｜サウンド・デザイ
ン：清水靖晃｜技術協働開発: 川嶋岳史

サムソン・ヤン
1 7 　《The Wo r l d F a l l s A p a r t I n t o 
Facts》｜2019年/2020年（改訂）｜2チャ
ンネル・ヴィデオ、2チャンネル・サウン
ド｜6分17秒／ 27分24秒｜協力：オオ
タファインアーツ｜字幕翻訳：阪東真実

小田香
1 8 　《Day of the Dead》｜2021年｜3
チャンネル・ヴィデオ・インスタレーショ
ン｜11分50秒
  《セノーテ・ラッシュフィルム》｜2019
年｜フィルム・インスタレーション（8ミ
リフィルムを16ミリフィルムへブロー
アップ）｜60分（会期中4回に分け上映）
〈muse〉シリーズ｜2016-2018年｜300
×190×15mm｜油、ビーズ、樹脂、板
ほか

ラウンジトーク｜無料

オンライン

1　三田村光土里［展示出品作家］｜ 2　
小田香［展示出品作家］｜ 3　藤幡正樹［展
示出品作家］｜ 4　ラウラ・リヴェラー
ニ / 空音央［展示出品作家］｜ 5 　サムソ
ン・ヤン［展示出品作家］｜ 6 　（YEBIZO 
MEETS地域連携プログラム）石川直樹［参
加アーティスト］×伊藤貴弘［恵比寿映像祭
キュレーター /東京都写真美術館学芸員］

上映｜有料

東京都写真美術館1F ホール

定員：190名
当日1,000円
＊スペシャル上映は別料金
（5｜当日 1,800円）

1　空音央、ラウラ・リヴェラーニ《アイヌ・
ネノアン・アイヌ》——新しい肖像画
2月4日［金］18:00－、トーク：空音央
×清水裕｜2月18日［金］18:00－｜2月
20日［日］15:00－トーク：空音央×ラウ
ラ・リヴェラーニ×関根摩耶×清水裕
《アイヌ・ネノアン・アイヌ》｜2021年｜
HD、ステレオ、カラー｜73分｜日本｜
日本語（英語字幕付）

2　佐々木友輔《映画愛の現在》3部作

2月 1 2日［ 土 ］1 1 : 0 0 -、1 5 : 0 0 -、
18:00-　トーク:佐々木友輔×多田かおり
　
《映画愛の現在》3部作｜2020年｜HD、
ステレオ、カラー｜日本｜日本語（英語字
幕付）
第Ⅰ部「壁の向こうで」｜103分
第Ⅱ部「旅の道づれ」｜103分
第Ⅲ部「星を蒐める」｜107分

3　アマリア・ウルマン　レクチャーパ
フォーマンス集
2月9日［ 水］15:00-｜2月13日［ 日］
11:00-｜2月17日［木］18:00-｜ヴィデ
オメッセージ：アマリア・ウルマン
《Buyer, Walker, Rover》｜2013年 ｜
SD、ステレオ、カラー｜11分52秒｜ス
ペイン、イギリス｜英語（日本語字幕付）
《Excel lences & Perfections(ICA)》｜
2014年｜HD、ステレオ、カラー｜11分
24秒｜イギリス｜英語（日本語字幕付）
《The Future Ahead》｜2014年｜HD、
ステレオ、カラー｜16分21秒｜イギリス
｜英語（日本語字幕付）
《Sordid Scandal》｜2021年｜HD、ス
テレオ、カラー｜19分｜アメリカ｜英語
（日本語字幕付）

4　石原海《重力の光》と過去短編集——天
国と地獄のランドスケープ
2月9日［ 土］18:00-｜2月13日［ 日］
15:00-　トーク｜石原海×多田かおり｜
2月15日［火］18:00-
《狂気の管理人》｜2019年｜HD、サウン
ド、カラー｜12分｜日本｜日本語（英語・
日本語字幕付）
《汚れ切った天国》｜2017年｜HD、サウ
ンド、カラー｜12分｜日本｜日本語（英語
字幕付）
《永遠に関する悩み》｜2015年｜HD、サ
ウンド、カラー｜7分｜日本｜日本語（英
語字幕付）
《重力の光 - 祈りの記録篇》｜2022年（新
作）｜HD、サウンド、カラー｜約70分｜
日本｜日本語

5　C.W.ウィンター＆アンダース・エド
ストローム《仕事と日（塩谷の谷間で）》
2月11日［金・祝］11:00-
《仕事と日（塩谷の谷間で）》｜2020年｜
HD、5.1ch、カラー｜480分｜アメリカ、
スウェーデン、日本、イギリス｜日本語（英
語字幕付）

6　新進作家短編集——現実と夢の揺らぎ
を紡ぐもの
2月6日［日］18:00-　 ト ー ク： 斎 藤
英理×池添俊×清水裕｜2月10日［木］
15:00-　トーク：ビー・ガン×清水裕｜
2月18日［金］18:00-　トーク：川添彩
×山本圭将×清水裕
ビ ー・ ガ ン《金 剛 経》｜2013年 ｜
HD、サウンド、カラー｜22分｜中国
｜中国語（英語・日本語字幕付） 協力：
Real lyLikeFi lms LLC
川添彩《夜の電車》｜2019年｜SD、サウ
ンド、カラー｜15分｜日本｜日本語
斎藤英理《全ての傷が癒えますように》｜
2021年｜HD、5.1ch、カラー｜5分5秒
｜日本
斎藤英理《mistake, blockade, fancy, 
panky》｜2020年｜HD、5.1ch、b＆ｗ
｜4分44秒｜日本
斎藤英理《水のない島》｜2019年｜SD、
5.1ch、カラー｜7分45秒｜日本
斎藤英理《黒い夢》｜2019年｜SD、サウ
ンド、カラー｜3分37秒｜日本
斎藤英理《ゆれる：夢遊する身体》｜2018
年｜SD、サイレント、b＆ｗ｜3分38秒
｜日本
池添俊《あなたはそこでなんて言ったの？》
｜2021年｜SD、5.1ch、カラー｜20分
｜日本｜日本語・中国語（英語字幕付）

7　After the Spectacleなアニメーショ
ン——DigiCon6 ASIA
2月8日［金］18:00- トーク:副島しのぶ
×伊藤有壱×山田亜樹｜2月13日［日］
18:00-｜2月17日［木］15:00-
16の国と地域の仲間たち（統括ディレク
ター：オースミユーカ）《around and 
around.. .2021》｜2021年｜HD、ステ
レオ、カラー｜3分28秒

バララムJ《Story of a beginning》｜
2020年｜HD、ステレオ、カラー｜11分
48秒｜インド｜ヒンディー語（日本語字幕
付）
原彰吾《WANDER》｜2021年｜HD、ス
テレオ、カラー｜4分6秒｜日本｜日本語
プリンプ・スラパクピンヨ、パッタマ・ホ
ムロッド《Litt le Miss Dungjai》｜2020
年｜HD、ステレオ、カラー｜7分31秒｜
タイ（英語・日本語字幕付）
伊藤瑞希《高野交差点》｜2021年｜HD、
ステレオ、カラー｜6分30秒｜日本｜日
本語（英語字幕付）
シ ョ キ ー ル・ コ リ コ ヴ《GIRL AND 
CLOUD》｜2021年｜HD、ステレオ、カ
ラー｜11分33秒｜ウズベキスタン
矢野ほなみ《骨嚙み》｜2021年｜HD、ス
テレオ、カラー｜9分45秒｜日本｜日本
語（英語字幕付）
チャン・サンウク《Stars on the Sea》｜
2021年｜HD、ステレオ、カラー｜6分5
秒｜韓国
副島しのぶ《Blink in the Desert》｜
2021年｜HD、ステレオ、カラー｜10分
34秒｜日本｜英語（日本語字幕付）
モタレブ・ラハマン・アカシュ《Life》｜
2021年｜HD、ステレオ、カラー｜5分4
秒｜バングラデッシュ｜ベンガル語（日本
語字幕付）
マリーヘ・ゴラームザーデ《Tangle》｜
2019年｜HD、サウンド、カラー｜7分
36秒｜イラン

8 　アニミスティック・アパラタス①
【メー・アーダードン・インカワニット＋
ジュリアン・ロスセレクション】
2月5日［土］18:00-　トーク：メー・アー
ダードン・インカワニット×ジュリアン・
ロス×田坂博子｜2月10日［木］18:00-
｜2月15日［火］15:00-
パトムポン・モン・テートプラティープ
《LULLABY》｜2019年｜HD（16ミリを
デジタル変換）、ステレオ、白黒｜8分｜
タイ｜タイ語（日本語・英語字幕付）
リアル・リザルディ《Tellur ian Drama》
｜2020年｜HD、サウンド、カラー｜26
分｜インドネシア｜インドネシア語（日本
語・英語字幕付）
ジュアニータ・オンサーガ《The Jungle 
Knows You Better than You Do》 ｜
2017年｜HD、サウンド、カラー｜20分
｜ベルギー、コロンビア｜スペイン語（日
本語・英語字幕付）
シャンバウィ・カウル《Mount Song》｜
2013年｜HD、サウンド、カラー｜8分
｜インド｜チューン・ミン・クイ+フレ
ディナドルニィ・プストシュキン《Mars 
in the Well》｜2014年｜HD、ステレオ、
カラー｜19分｜ヴェトナム｜ヴェトナム
語（日本語・英語字幕付）

9 　アノーチャ・スウィチャーゴーンポン
特集——《暗くなるまでには》——アニミ
スティック・アパラタス②【メー・アーダー
ドン・インカワニット＋ジュリアン・ロス・
セレクション】
2月5日［ 土］15:00-｜2月16日［ 水］
15:00-
《暗くなるまでには》｜2016年｜HD、
5.1ch、カラー｜105分｜タイ・フランス・
カタール・オランダ｜タイ語（日本語字幕
付）リンク：福岡市総合図書館

1 0 　アノーチャ・スウィチャーゴーンポ
ン特集——《ありふれた話》——アニミス
ティック・アパラタス③【メー・アーダー
ドン・インカワニット＋ジュリアン・ロス・
セレクション】
2月5日［ 土］18:00-｜2月16日［ 水］
18:00-
《ありふれた話》｜2009年｜35mm、サ
ウンド、カラー｜82分｜タイ｜タイ語（英
語・日本語字幕付）

※プログラマー：多田かおり（2、3、4）、
伊藤貴弘（5）、ゲスト・プログラマー：清
水裕（1、6）
山田亜樹[DigiCon6 ASIAフェスティヴァ
ル・ディレクター ]（7）、メー・アーダー
ドン・インカワニット＋ジュリアン・ロス
（8、9、10）

ライヴ・イヴェント｜無料

東京都写真美術館2Fエントランスロビー

1 　トヨダヒトシ 映像日記
2月6日［日］18:00-19:30｜《NAZUNA》
｜2004-2022年｜35mm スライドフィ
ルム、サイレント｜90分
2月13日［日］18:00-19:20｜
《spoonfu l r iver》 ｜2007-2022年 ｜
35mm スライドフィルム、サイレント｜80分

ライヴ・イヴェント｜有料

東京都写真美術館１F ホール

定員：120名｜当日1,800円

2  恵比寿ウサギニンゲン劇場 — 映像と音
楽のライヴパフォーマンス
2月19日［土］14:00-、18:00-｜トーク：
usaginingen×中嶋 興

オンライン映画｜一部有料

オンライン

遠藤麻衣子《空》
2月20日（日）日本時間 午前11時～のライ
ヴ配信のみ1,500円、YouTubeチャンネ
ルの視聴は無料（1日1回更新）
制作・監督・撮影・編集：遠藤麻衣子
製作：鈴木朋幸
音楽：服部峻、DJ Sotofett
リレコーディング・ミキサー：浅梨なおこ
テクニカルアーティスト：亀村文彦
出演：八木渓文 ほか

ウェブ・ランディングページ制作： 
METAPHOR
プロジェクト運営コーディネート：井高久
美子
配信技術協力：株式会社ねこじゃらし

オフサイト展示｜無料

恵比寿ガーデンプレイス センター広場

時間：10:00-20:00（最終日は18:00まで）
WOW《モーション・モダリティ／レイ
アー》｜2022年｜屋外インスタレーション

モニュメント基本設計／映像制作：WOW
モニュメント実施設計／施工：脇プロセス
システム及び機材協力　カラーキネティク
ス・ジャパン

シンポジウム｜無料

東京都写真美術館１Fホール

A 　スペクタクルの博覧会
2月6日［日］14:00-16:00｜パネリスト：
小原真史［ゲスト・キュレーター、東京工
芸大学准教授］、中谷礼仁［早稲田大学教授、
建築史家］、佐野真由子［京都⼤学⼤学院教
育学研究科教授、万博学研究会代表］｜モ
デレーター：田坂博子（第14回恵比寿映像
祭ディレクター、東京都写真美術館学芸員）

オンライン

B 　[日仏会館共催企画]スペクタクル後と
しての風景
映像祭期間中公開｜パネリスト：レミ・ス
コシマロ［トゥールーズ・ジャン・ジョレ
ス大学准教授］、渡部敏哉［参加アーティス
ト］、モデレーター：澤田直［フランス哲
学・文学者、立教大学教授、日仏会館常務
理事］、藤村里美［第14回恵比寿映像祭キュ
レーター、東京都写真美術館学芸員］

凡例
《作品名》｜制作年｜素材・媒体（ 写真の場
合は技法）｜ 寸法［縦×横×奥行き（写真の
場合はイメージサイズ 縦×横）］または時
間｜所蔵先（特に定めのないときは作家蔵）
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YEBISU INTERNATIONAL FESTIVAL FOR ART & ALTERNATIVE VISONS 2022

Exhibition | Admission: ¥500

Tokyo Phtographic Art Museum 

3F Exhibition Gallery

1	 The Exposition of the Spectacle by 

Guest Curator, KOHARA Masashi | 2022

The Lumière Brothers (Auguste Lumière & 

Louis Lumière)

2 	 Negroes Bathing (Baignade en négres) 

| 1896 | Single-Channel Video (Transferred 

from 16 mm film) | Silent, b&w, 

50 sec. | Collection of the Institut Lumière 

© Institut Lumière

The Ainu in Yeso I (Les Aïnos à Yéso, I) | 1897 

| Single-Channel Video (Transferred from 

16 mm film) | Silent, b&w, 47 sec. | Collection 

of the Institut Lumière © Institut Lumière

Japanese women dancers(Danseuses 

Japonaises) | 1897 | Single-Channel Video 

| Silent, b&w, 50 sec. | Collection of the 

Institut Lumière © Institut Lumière

HIRASE Miki

3 	 Projection for the next 3,000 years 

| 2021 | Installation (stone, light, laser 

processing)

Courtesy of Shinjuku Ophthalmologist 

(Ganka) Gallery contemporary art & 

subculture

Thomas EDISON

4 	 (Kinetoscope Replica) | Year of 

production unknown | 470×860×1200 mm | 

Tokyo Photographic Art Museum 

ISHIKAWA Ryo, Seagull | 2018 | 35mm film | 

Silent, color, 30 sec. |  Replica Restoration: 

Spice film (ISHIKAWA Ryo, MINAMI 

Shunsuke)

Laura RIVERANI, SORA Neo

5	 AINU NENO AN AINU | 2015-2022

 | Inkjet-print print, 3-channel video

 installation | Size variable

Amalia ULMAN

6	 Buyer Walker Rover (Yiwu) Aka. There 

then | 2019 | Single-channel video | 15 min. 

18 sec. | Copyright 

2019 Amalia Ulman All Rights Reserved. 

| Courtesy Amalia Ulman and Wuzhen 

International Contemporary Art Exhibition.

Exhibition | Admission: Free

Tokyo Photographic Art Museum 

3F 2F Lobby, 2F, B1F Exhibition Gallery

The Lumière Brothers (Auguste Lumière 

and Louis Lumière)

7	 Lumière Film Works | c. 1895 |Single-

channel video | Silent, b&w, | 8 min. 9 sec. 

| Collection of Tokyo Photographic Art 

Museum

YAMATANI Yusuke

8	 Doors | 2019 | Mixed media installation, 

Live performance | Size variable 

*Live performance (10-15 min.) : 2/5, 2/12, 

2/19 17:00-

MITAMURA Midori

9	 Till We Meet Again | 2013 | Single-

channel video | 15 min.

10	 Till We Meet Again – I Shall Create, 

So We Can Meet  | 2020 | Mixed media 

installation | Size variable

11	 Sound Installation for “Till We Meet 

Again – I Shall Create, So We Can Meet” 

| 2020 | Mixed media installation | Size 

variable

SATO Tomoko

12	 Index for a Obake Tokyo: Introduction, 

Dual Screen Version | 2022 | Video 

installation | 56 min. | Created, directed and 

performed by: SATO Tomoko, Videography: 

KAWADA Jun, IIOKA Yukiko, NAGATA 

Fuka, Sound recording/Mixing: MASUDA 

Yoshiki, Lighting: YOSHIDA Yukio (RYU inc.)  

Editing: AOYAGI Natsumi, Video Direction: 

WADA Shintaro, Video production: thoasa 

inc.  English translation: KITAGAWA 

Mitsue (Koharu Kisaragi part), IKEDA 

Kay Eriko (Taro Okamoto part), YAMADA 

Kyle (English translation supervisor), 

Legal supervision: SUDA Yohei, Props 

Cooperation: AWABEES, Cooperation: 

Arts Commons Tokyo, Tokyo University of 

the Arts Graduate School of Film and New 

Media, RAM Association, UEDA Tsuyoshi 

(RYU inc.), Lecture performance premiered 

and produced by Theatre Commons '21

Pantograph

13	 Walking in the Strobe Rain | 2018 | 

Installation (umbrellas, strobescopes, 

motors) | Thanks to NISSIN 

ELECTRONIC CO., LTD. 

15	 Clockwork Birdcage | 2020 | 

Installation (birdcage, motors, ipads, 

original apps) 

HIRANO Ryo

14	 KRASUE | 2021 | Installation | 12 min. 

6sec. | Production: CAUZSUCH CO.,LTD./

FOGHORN, Robot production: Babot Inc., 

Technical support: TASKO Inc.

FUJIHATA Masaki

16	 Voices of Aliveness | 2012 | Installation 

| Produced by École des Beaux-Arts de 

Nantes Saint-Nazaire Sound Design: 

SHIMIZU Yasuaki Technical collaboration: 

KAWASHIMA Takeshi

Samson YOUNG

17	 The World Falls Apart Into Facts | 2019/ 

revised 2020 | 2 channel-video, 2-channel 

sound | 6 min. 17 sec. / 27 min. 24 sec.

Thanks to Ota Fine Arts | Translation: 

BANDO Mami

ODA Kaori

18	 Day of the Dead | 2021 | 3 channel 

video Installation | 11 min. 50 sec.

Cenote Rush film | 2019 | Film installation 

| Blow-up from 8 to 16mm film | c.60 min. 

(The film will be  shown in four sessions 

during the festival.)

"muse" series | 2016-2018 | 

300×190×15mm | Oil, beads, resin, plates 

etc.

Lounge Talk | Free

Online

1	 MITAMURA Midori [Artist] | 2 ODA 

Kaori [Artist] | 3 FUJIHATA Masaki [Artist] 

| 4 Laura LIVERANI / SORA Neo [Artists] 

| 5 Samson YOUNG [Artist]| 6 YEBIZO 

MEETS Partnership Program ISHIKAWA 

Naoki[Artist]×ITO Takahiro[Curator, Yebisu 

International Festival for Art and Alternative 

Visions/Tokyo Photographic Art Museum]

Screening: Program List

Tokyo Photographic Art Museum1F Hall

Capacity: 190 seat | ¥1,000　*5 | ¥1,800

1	 SORA Neo & Laura LIVERANI, AINU 

NENO AN AINU — A New Portrait

2.4 Fri. 18:00- Talk: SORA Neo, SHIMIZU 

Yu | 2.18 Fri. 18:00- | 2.20 Sun. 15:00- Talk: 

SORA Neo, Laura LIVERANI, SEKINE 

Maya, SHIMIZU Yu

Ainu Neno An Ainu | 2021 | HD, stereo, color 

| 73 min. | Japan | Japanese (with English 

subtitles)

2	 SASAKI Yusuke, Cinephilia Now Trilogy

2.12 Sat. 11:00-, 15:00-, 18:00- Talk: SASAKI 

Yusuke, TADA Kaori

Cinephilia Now trilogy | 2020 | HD, stereo, 

color | Japan | Japanese (with English 

subtitles)

Cinephilia Now: Part I - Secrets within walls 

| 103 min.

Cinephilia Now: Part II - Fellowship to cast 

the ring | 103 min.

Cinephilia Now: Part III -Lux crawler i++ | 

107 min

3	 Amalia ULMAN :  Lecture Performance 

Collection

2.9 Wed. 15:00 - | 2.13 Sun. 11:00- | 2.17 Thu. 

18:00- | Video Interview: Amalia ULMAN

Buyer, Walker, Rover | 2013 | SD, stereo, 

color | 12 min. | Spain, U.K. | English, Spanish 

(with Japanese subtitles)

Excellences & Perfections (ICA) | 2014 | HD, 

stereo, color | 11 min. | U.K. | English (with 

Japanese subtitles)

The Future Ahead  | 2014 | HD, stereo, color 

| 16 min. | U.K. | English (with Japanese 

subtitles)

Sordid Scandal | 2020 | HD, stereo, color 

| 19 min. | USA  | English, Spanish (with 

Japanese subtitles)

4	 ISHIHARA Umi, Gravity and Radiance 

and previous short films: Landscapes in 

heaven and hell

2.9 Sat. 18:00- | 2.13 Sun. 15:00- Talk: 

ISHIHARA Umi, TADA Kaori | 2.15 Tue. 

18:00-

Janitor of Lunacy | 2019 | HD, sound, color | 

12 min. | Japan | Japanese (with English and 

Japanese subtitles)

Disgraced Heaven | 2017 | HD, sound, color 

| 12 min. | Japan | Japanese (with English 

subtitles)

Pains of Forever | 2015 | HD, sound, color 

| 7 min. | Japan | Japanese (with English 

subtitles)

Gravity and Radiance documentary version 

(Tentative title) | 2022 (new work) | HD, 

sound, color | 70 min. | Japan | Japanese

5	 C.W. WINTER & Anders EDSTRÖM, 

The Works and Days (in the Shiotani Basin)

2.11 Sun. 11:00-

The Works and Days (in the Shiotani Basin) 

| 2020 | HD, 5.1ch, color | 480 min. | USA, 

Sweden, Japan, 

U.K. | Japanese (with English subtitles)

6	 Short Films by Emerging Filmmakers 

— Fluctuating between Dream and Reality

2.6 Sun 18:00- Talk: SAITO Eri, IKEZOE 

Shun, SHIMIZU Yu | 2.10 Thu 15:00-Talk: 

Bi Gan, SHIMIZU Yu | 2.18 Fri 18:00- Talk: 

KAWAZOE Aya, YAMAMOTO Keisuke, 

SHIMIZU Yu

Bi GAN, The Poet and Singer | 2013 | HD, 

stereo, color | 22 min. | China | Chinese 

(with English and Japanese subtitles)

Cooperation: ReallyLikeFilms LLC

KAWAZOE Aya, Night Train | 2019 | SD, 

stereo, color | 15 min. | Japan | Japanese

SAITO Eri, May all your wounds heal. | 2021 | 

HD, 5.1ch, color | 5 min. 5 sec. | Japan

SAITO Eri, mistake, blockade, fancy, panky 

| 2020 | HD, 5.1ch, b&w | 4 min. 44 sec. | 

Japan

SAITO Eri, Waterless Island | 2019 | SD, 

stereo, color | 7 min. 45 sec. | Japan

SAITO Eri, Ebony Dream | 2019 | SD, 5.1ch, 

color | 3 min. 37 sec. | Japan

SAITO Eri, Shake: dreaming body | 2018 | 

SD, silent, b&w | 3 min 38 sec | Japan

IKEZOE Shun, What is it that you said? | 

2021 | SD, 5.1ch, color | 20 min. | Japan | 

Japanese, Chinese (with English subtitles)

7	 After the Spectacle Animated — 

DigiCon6 ASIA

2.8 Fri. 18:00- Talk: SOEJIMA Shinobu, ITO 

Yuichi, YAMADA Aki | 2.13 Sun. 18:00- | 2.17 

Thu. 15:00-

Our friends from 16 countries and regions 

from DigiCon6 ASIA (Director: OOOSUMI 

Yuuuka), around and around...2021 | 2021 | 

HD, stereo, color | 3 min. 28 sec.

BALARAM J, Story of a beginning | 2020 

| HD, stereo, color | 11min. 48 sec. | India | 

Hindi (with Japanese subtitles)

HARA Syogo, WANDER | 2021 | HD, stereo, 

color | 4 min. 6 sec. | Japan | Japanese

Primp Surapakpinyo, Pattama Homrod, 

Little Miss Dungjai | 2020 | HD, stereo, color 

| 7 min. 31 sec. | 

Thailand | (English with Japanese subtitles)

ITO Mizuki, Takano Intersection | 2021 | 

HD, stereo, color | 6 min. 30 sec. | Japan | 

Japanese (with English subtitles)

Shokir KHOLIKOV, GIRL AND CLOUD | 

2021 | HD, stereo, color | 11 min. 33 sec. | 

Uzbekistan

YANO Honami, A Bite of Bone | 2021 | 

HD, stereo, color | 9 min. 45 sec. | Japan | 

Japanese (with English subtitles) 

Seungwook JANG, Stars on the Sea | 2021 | 

HD, stereo, color | 6 min. 5 sec. | Korea

SOEJIMA Shinobu, Blink in the Desert | 

2021 | HD, stereo, color | 10 min. 34 sec. | 

Japan | English (with Japanese subtitles) 

Motaleb Rahaman AKASH, Life | 2021 | HD, 

stereo, color | 5 min. 4 sec. | Bangladesh | 

Bengali (with Japanese subtitles)

Maliheh GHOLAMZADEH, Tangle | 2019 | 

HD, sound, color | 7 min. 36 sec. | Iran

Link: Digicon6 ASIA

8	 Animistic Apparatus(1) [May Adadol 

INGAWANIJ and Julian ROSS program]

2.5 Sat. 18:00- Talk: May Adadol 

INGAWANIJ, Julian ROSS, TASAKA Hiroko 

| 2.10 Thu. 18:00- | 2.15 Tue. 15:00-

Pathompon Mont TESPRATEEP, LULLABY 

| 2019 | HD (Transferred from 16mm film), 

stereo, b&w | 8 min. | Thailand | Thai (with 

Japanese and English subtitle)

Riar RIZALDI, Tellurian Drama | 2020 | 

HD, sound, color | 26 min. | Indonesia | 

Indonesian (with English and Japanese 

subtitles)

Juanita ONZAGA, The Jungle Knows you 

Better than You Do | 2017 | HD, Sound, color 

| Belgium/Colombia | Spanish (with English 

and Japanese subtitles)

Shambhavi KAUL, Mont Song | 2013 | HD, 

Sound, color | 8 min. | India |  

TRUONG Minh Quý + Freddy Nadolny 

POUSTOCHKINE, Mars in the Well | 2014 

| HD, stereo, color | Vietnam | Vietnamese 

(with English and Japanese subtitles)

9	 Anocha SUWICHAKORNPONG, 

By The Time It Gets Dark (Dao Khanong), 

Animistic Apparatus (2) [May Adadol 

INGAWANIJ and Julian ROSS program] 

BY THE TIME IT GETS DARK | 2016 | HD, 

5.1ch, color | 105 min. | Thailand, France, 

Qatar, Netherlands | Thai (with Japanese 

subtitles) | 2.5 Sat. 15:00- | 2.16 Wed. 15:00-

Link: The Fukuoka City Public Library Film 

Archive

 

10　Anocha SUWICHAKORNPONG, 

MUNDANE HISTORY (Jao Nok Krajok), 

Animistic Apparatus (3) [May Adadol 

INGAWANIJ and Julian ROSS program]

MUNDANE HISTORY (Jao Nok Krajok) 

| 2009, | 35 mm, sound, color | 82 min. | 

Thailand | Thai (with English and Japanese 

subtitles) | 2.5 Sat. 11:00- | 2.16 Wed. 18.00-

Link: The Fukuoka City Public Library Film 

Archive

Programmers: TADA Kaori (2,3,4), 

ITO Takahiro (5), Guest Programmers: 

SHIMIZU Yu (1, 6), YAMADA Aki [DigiCon6 

ASIA festival director] (7), May Adadol 

INGAWANIJ + Julian ROSS Selection 

(8,9,10)

Live Event

Tokyo Photographic Art Museum

2F Lobby

Free

*Numbered tickets for seating will be 

available from 10:00 AM daily at the 1F 

Information Desk.

1	 TOYODA Hitoshi: Visual Diary / Slide 

show

2.6 Sun. 18:00-19:30 | NAZUNA | 2004-

2022 | 35mm Slide film, silent | 90 min.

2.13 Sun. 18:00-19:20 | spoonfulriver | 2007-

2022 | 35mm Slide film, silent | 80 min.

Tokyo Photographic Art Museum1F Hall

Capacity: 120 seat | ¥1,800

2	 Yebisu usaginingen theater: Live 

Performance of Image and Sound

2.19 Sat. 14:00-, 18:00- 

Talk: NAKAJIMA Ko (Guest), usaginingen

Online Film

Online

Admission: 1,500 yen for the live broadcast 

from 11am Japan time on Sunday 20 

February 2022, 

free to watch on the YouTube channel 

(updated once a day)

Maiko Endo, X, 2022

Director/Camera/Editor/Sound Editor: 

ENDO Maiko

Producer: SUZUKI Tomo, ENDO Maiko

Music: HATTORI Takashi, DJ Sotofett

Re-recording Mixer: ASARI Naoko

Technical Artist: KAMEMURA Fumihiko

Cast: YAGI Keito

Web site designer: METAPHOR

Project organize coordinator: 

IDAKA Kumiko 

Streaming technicalcooperation: 

Nekojarashi Inc.

©Maiko Endo/Tokyo Photographic Art 

Museum

*See webpage for more details.(https://

www.yebizo.com/en/program/56018)

Off-site Project

Center Square of Yebisu Garden Place

Free

Time: 10:00-20:00

(Until 18:00 on the final day)

WOW, Motion Modality / Layer | 2022 | 

Outdoor installation

Basic design/Visual design: WOW 

Monument Detail design/Construction: 

waki process inc.

System Design/Equipment: Color Kinetics 

Japan Inc.

Symposium

Tokyo Photographic Art Museum, 1F Hall

Free

*Numbered tickets for seating will be 

available from 10:00 AM daily at the 1F 

Information Desk.

A	 Exposition of the Spectacle

2.6 Sun. 14:00-16:00 | Panelists: KOHARA 

Masasi, NAKATANI Norihito, SANO Mayuko 

| Moderator: TASAKA Hiroko

Online

B	 [Co-organized by the Maison franco-

japonaise] “After the Spectacle” of the 

Landscape

Panelists: Rémi SCOCCIMARRO, 

WATANABE Toshiya | Moderator: SAWADA 

Nao, FUJIMURA Satomi

Notes
Title of work/project | Year of production | Media (technique for 

photographs) | Dimensions [length x width x depth (for photographs, 

image size length x width)] or duration (min. sec.) | Collection

(all works not otherwise designated are by the artist.)

15



AFTER THE SPECTACLE

N

JR Line

HIBIYA Line

KOMAZAWA St.

Ebisu St.

Meiji St.

YAM
ATE St.

TO
YOKO Li

ne

EBISU SKYW
ALK

←
SHIBUYA
至
渋
谷
駅

M
EGURO→
至
目
黒
駅

Ebisu Sta. East Exit
恵比寿駅東口

McDonald’s
マクドナルド

Ebisu Park Bldg.
恵比寿パルクビル

Palace EBS
パレスEBS

Ebisu 4-chome Police Station
恵比寿四丁目交番

Mita Police Station
三田交番

THE WESTIN TOKYO
ウェスティンホテル東京

Kosei Chuo General Hospital
厚生中央病院

Kakeizuka Elementary School
加計塚小学校

Hiroo Hospital
広尾病院

Shinuya-Ebisu Post Office
渋谷恵比寿郵便局

Police Station
交番

Ebisu Minami
恵比寿南

Ebisu Nishi 1-chome
恵比寿西一丁目

Koshin Bridge
West

庚申橋西

Yarigasaki
槍ヶ崎

Daikanyama Sta.
代官山駅入口

Nakameguro Underpass
中目黒立体交差

Meguro Police Sta.
目黒警察署

Daikanyama Koban
代官山交番前

Ebisu Minami 2-chome
恵比寿南二丁目

1番出口
Exit 1

東口
East Exit

西口
West Exit

Ebisu Minami 1-chome
恵比寿南一丁目

Aruti un
アルティ un

Daikanyama Plaza
代官山プラザ

Daia Palace
ダイアパレス代官山

7-Eleven
セブンイレブン

Shimadaya Bldg.
シマダヤビルディング

Ebisu Minami-ichi Park
恵比寿南一公園前

Ebisu 4-chome
恵比寿四丁目

Ebisu 1-chome
恵比寿一丁目

Shibuya Bridge
渋谷橋

Ebisu Bridge Entrance
恵比寿橋入口 Hiroo 1-chome

広尾一丁目

Hiroo 5-chome
広尾五丁目

Tengenji Bridge
天現寺橋

Ebisu Post Office 
恵比寿郵便局

Ebisu 2-chome 
恵比寿二丁目

Ebisu Bridge Minami
恵比寿橋南

Social Education Center
社会教育館

Ebisu 3-chome
恵比寿三丁目

Tokyu DAIKANYAMA Sta.
東急電鉄 代官山駅

Tokyu NAKAMEGURO Sta.
東急電鉄 中目黒駅

Tokyo Metro EBISU Sta.
東京メトロ 恵比寿駅

JR EBISU Sta.
JR 恵比寿駅

YEBISU Garden Place
恵比寿ガーデンプレイス

3

9

10

11

12

5-6
7-8

4

1

2

会場マップ

チケット情報

ACCESS MAP

TICKET INFORMATION

恵比寿地域および近隣で開催される
「YEBIZO MEETS地域連携プログラム」会
場をめぐって、シールを集めながら映像祭
を体験してみませんか。３か所以上のシー
ルを集めた方々には、ステキな記念品（特
製トートバッグ）をプレゼントします。

「スペクタクル後 AFTER THE SPECTACLE」をめぐるシールラリー シールラリーご参加にあたっての留意事項
●お一人様につき１枚のシール台紙をご使用ください。●シール設置施設の
プログラム開催日・開催時間をご確認のうえお出かけください。●シール台
紙3か所以上のシールを集められた方は記念品引換え場所へお持ちください。
●会期終了後の引換えはできません。●シールラリーは、記念品がなくなり
次第終了いたしますので、あらかじめご了承ください。●お一人様につき1
回のみの引換えとさせていただきます。●荒天そのほかの理由により、内容・
時間・場所の変更、あるいは中止とする場合がございます。●ご不明な点は、
受付（東京都写真美術館1F）までお問い合わせください。

実施期間：令和4年2月4日（金）～ 2月20日（日）
シール設置場所：東京都写真美術館、YEBIZO 
MEETS地域連携プログラム各会場（オンラインプ
ログラム除く）
記念品引換え場所：東京都写真美術館1F受付
NADiff a/p/a/r/t
※引き換え時間は、各会場開催時間に準じる

有料プログラム料金

入場方法事前予約制について

［展示］
事前予約いただいた方は当日、予約時に入
手したQRコード(スマートフォンまたは紙)
を、東京都写真美術館各展示室前受付にご
提示願います。

［上映、スペシャル上映、ライヴ・イヴェント］
事前予約いただいた方は当日、予約時に入手
したQRコード(スマートフォン画面もしく
は紙)を、東京都写真美術館1階総合受付に
てご提示ください。整理番号付きチケットと
引き換えいたします。引き換えは各回開始1
時間前から15分前までにお願いします。
※	ご入場時は1階ホール前受付にて整理番
号付きチケットをご提示ください。
※整理番号付きチケットがない場合、ご入
場できません
※	開場：上映 15分前 | ライヴ・イヴェント 
30分前

当日券
展示(東京都写真美術館3階/2階/地下1階):
館内1F総合受付で各日午前10時より販売・
配布。上映(東京都写真美術館1階ホール):
各日午前10時より館内1Fホール受付にて
先着順で販売。
※当日券の販売枚数には限りがございます。

キャンセル
ご来館が困難な場合、前日までにキャンセ
ルしてください。キャンセルをしない場合、
ご購入いただいたオンラインチケットは無
効になりますのでご注意ください(ご利用日
当日以降のキャンセルはできません。また
システム上、キャンセル処理の完了まで時
間がかかる場合がございます)。

その他の注意事項
※	新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、東京都写真美術館では入場制限を行っ
ており、混雑状況により事前予約をされ
た方でもお待ちいただく可能性がござい
ます。あらかじめご了承ください。
※	事前予約受付の締切はご予約日前日
23:59まで。
※	予約枠には限りがあり、予定枚数が終了
した場合は予約受付期間内でもご購入い
ただけません。
※	恵比寿映像祭期間中、東京都写真美術館
では団体のお客様は受け付けておりませ
ん。

※オンライン映画の視聴方法ならびにYEBIZO MEETSプログラム については、 
ウェブサイト（www.yebizo.com）の該当プログラムページ参照。
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第14回恵比寿映像祭「スペクタクル後　AFTER THE SPECTACLE」　　発行　公益財団法人東京都歴史文化財団　東京都写真美術館

1 東京都写真美術館　Tokyo Photographic Art Museum

2
恵比寿ガーデンプレイスセンター広場（オフサイト展示）
Center Square of Yebisu Garden Place (Off-site Project)　

3 日仏会館　Maison franco-japonaise

4 MA2 Gal lery

5 Gallery 工房親　Gallery Kobo CHIKA

6 MuCuL

7 NADiff a/p/a/r/t

8 MEM

9 AL

10 アートフロントギャラリー　Art Front Gal lery

11 シアターギルド代官山　Theater Gui ld Daikanyama

12 POETIC SCAPE

In order to prevent the spread of COVID-19, for 
viewing any program of the Festival – admission 
free or paid – at the Tokyo Photographic Art 
Museum, we recommend to make advance 
online reservations for specified dates/times. 
Thank you for your understanding.

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、会
期中、有料・無料にかかわらずオンラインに
よる日時指定予約を推奨いたします。皆様の
ご理解、ご協力をお願いいたします。

予約受付期間：
令和4年1月28日(金)〜2月19日(土)展示

（東京都写真美術館 3階展示室） ¥ 500（前売、当日とも）

上映
（各回入替制） 前売 ¥ 500	 当日 ¥ 1,000

スペシャル上映
（C.W. ウィンター&アンダース・エドス
トローム《仕事と日（塩谷の谷間で）》）

前売 ¥ 1,500	 当日 ¥ 1,800

ライヴ・イヴェント
（恵比寿ウサギニンゲン劇場
 ――映像と音楽のライヴパフォーマンス）

前売 ¥ 1,500	 当日 ¥ 1,800

オンライン映画
（遠藤麻衣子《空》）

ライブ配信のみ ¥ 1,500
YouTube チャンネルの視聴は無料
（1日 1回更新）

https://www.yebizo.com/en/ticket

https://www.yebizo.com/jp/ticket

街をめぐる映像祭
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